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及 び 宣 告 
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議事日程（第１９号） 

日程第 １ 議案第２５号 あさぎり町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第 ２ 議案第２６号 あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３ 議案第２７号 あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議案第２８号 平成２８年度あさぎり町一般会計補正予算（第５号）について 

日程第 ５ 議案第２９号 平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第 ６ 議案第３０号 平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第 ７ 議案第３１号 平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計補正予算（第２号）について 

日程第 ８ 議案第３２号 平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第 ９ 議案第３３号  平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第１０  議案第３４号 平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 

日程第１１  議案第３５号 平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第１２  諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１３  発議第 ８号 あさぎり町有財産等利活用調査特別委員会の設置に関する決議について 

日程第１４  発議第 ９号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １ 議案第２５号 あさぎり町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第 ２ 議案第２６号 あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３ 議案第２７号 あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議案第２８号 平成２８年度あさぎり町一般会計補正予算（第５号）について 

日程第 ５ 議案第２９号 平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第 ６ 議案第３０号 平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第 ７ 議案第３１号 平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計補正予算（第２号）について 

日程第 ８ 議案第３２号 平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第 ９ 議案第３３号  平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第１０  議案第３４号 平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 

日程第１１  議案第３５号 平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第１２  諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１３  発議第 ８号 あさぎり町有財産等利活用調査特別委員会の設置に関する決議について 

日程第１４  発議第 ９号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会



- 135 - 

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。高齢福祉課長と町長から、追加答弁の申し出

があっておりますのでこれを許可します。高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  おはようございます。昨日の一般質問におきまして、１０番議員からお尋

ねがありました点につきまして、数値的な答弁ができませんでしたので、調査させていただきましたので報

告をいたします。まず、町内の地域型サロンにおきます各会場のリーダーと申しましょうか、主催者、責任

者等の種別といいましょうか、そういったようなお尋ねでございました。全６４会場について、内訳を報告

いたします。単位の老人クラブの会長さんが１３名、元単位老人クラブの会長さんが１名、民生委員さんが

２名、現職の区長さんが１名、元の区長さんが３名、それと説明申し上げました介護予防サポーター養成講

座の受講者が３２名、その他地区内の有志ボランティアの方々が１２名でございます。なお、申し上げまし

た老人クラブの元会長さんから元区長さんまでにおいて、介護予防サポーター養成講座の受講者と重複して

いる点については、今申し上げました役職でのカウントをしたということでございます。次に、平成２７年

度における６４会場で参加延べ数５,５５２名というふうに報告をいたしましたが、その参加者の男女別内

訳でございますが、男性が１,１６５名、女性が４,３８７名ということでございます。次に各会場ごとの会

費の有無についてのお尋ねでございました。この点につきましては、業務を委託しております社会福祉協議

会の担当職員のほうで、各サロン会場の出欠とか名簿でチェックをしてるんですが、各会場の会費の有無に

つきましては、申しわけございませんが把握しておりませんということでございましたので報告させていた

だきます。次に椅子の貸与関係につきましては、社会福祉協議会で３０脚、が貸与可能であるということで

ございました。また、ちなみにＤＶＤプレーヤー２台、２５インチ型ビジョンと会場によってはプロジェク

ターやスクリーンを持って、サロンを開催しているということでございましたので、以上報告させていただ

きます。よろしくお願いいたします。以上です。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、おはようございます。町長の愛甲でございますけど、昨日一般質問１０番議

員のですね、質問を受けまして、最終のところの答弁でですね、少し誤解を与えるような発言をいたしまし

たので、ここで説明を加えておきたいと思います。これは深田地区にあります高山の総合グランドでござい

ます。昨日ここにつきましては、自衛隊のほうに造成していただいて、今現在は水はけが悪くなって水抜き

をしなきゃいけないということで、そんな発言あの話したんですが、ちょっと説明が不足していたと思いま

す。この高山グラウンドがですね、かなり前のときにですね、旧深田村の村長の強い要望を自衛隊の好意に

よりですね、グラウンドの整備がなされました。そして深田地区の旧深田村の時、現在もそうですけど、地

区のですね、大きなイベント、運動会ですとかさまざまなスポーツ活動に大いにこのグラウンドは今でも使

われてるということで、本当にあの地区の皆様が非常に喜んで使っていただいている場所であります。しか

しながら、近年ですね。山水等の浸水がふえてきて水はけが悪くなったということからですね、昨日申しま

したように、水はけが必要ということで工事を行うということでございます。そういうことで、自衛隊の好

意でできたグラウンドを大事に使っている。そのことをさらに使い方をよくするために水抜きを工事を入れ

るということでありますので、そこのところですね、ちょっと説明がまずい、聞き方によっては気まずい聞

き方になったことかもわからんということで、改めて説明をさせていただきました。以上でございます。 

日程第１ 議案第２５号 

◎議長（山口 和幸君）  それでは日程第１、議案第２５号、あさぎり町職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第２５号、あさぎり町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について。あさぎり町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例を別紙の

とおり制定することとする。提案理由を申し上げます。地方公務員の育児休暇等に関する法律、平成３年法
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律第１１０号、及び育児休業、介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律、平成３年

法律第７６号の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があり、提出するものでございます。詳細に

つきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いし

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  はい、御説明をいたします。議案の条例改正案の本分につきましてですね、大

変こういった例規関係改正わかりづらい表現になっております。ということで本日お手元に別紙で、議案２

５号の説明資料ということでお配りをさせていただいております。こちらのほうで内容の説明をさせていた

だきます。裏面のほうにですね、地方公務員の育児休業等に関する法律云々というのの法律の概要というこ

とで、裏面のほうにあるかと思います。まずこの法律改正の背景でございますが、この主な改正内容という

のがまずあると思いますが、皆様御承知の今年の流行語大賞にですねノミネートされておりました、保育所

落ちたとかですね、介護離職とかそういう言葉が流行語大賞にノミネートされるような少子化あるいは高齢

化そういった介護問題等々が大きな社会問題になっているのは御承知のとおりでございますが、そういった

その現象という申しますか現状をどのように改善するか、ここに書いてございますが、働きながら育児や介

護がしやすい環境整備をさらに進めるため、というこの一言がですね、この法律改正の大きな理由でござい

ます。民間及び人事院勧告等を踏まえた国家公務員に係る規定の改正内容に準じて、地方公務員の育児支援

介護支援に係る規定の改正を行う。これがこの法律の改正の大きな内容でございます。条例改正もですね、

この法律の改正に準じて条例の改正を行うということでございますが、若干内容を申し上げますと、その下

にございますが、（１）の育児休業等の対象となるこの範囲の見直し、育児休業制度ございますが、その子

というのは、現在は法律上の親子関係にある子どもさんに限定をされております。今回の改正は、特別養子

縁組の看護期間中の子及び養子縁組、里親に委託されている子等を加えるということで、法律上の子供さん

以外もですね、実際現状としてですね。そういった看護されてる子供さんも対象に加えるというのが趣旨で

ございます。その下でございますが、今度は介護関係でございます。（２）で介護休業の分割取得というの

がございます。これも介護休業制度が現在法律上も本町の条例上もございますが、現在は対象になりますの

は、制度上の運用は、連続する期間というふうな表現というかそういう運用でございます。具体的には、６

カ月間、介護休業を始めますと６カ月期間に限定をされております。６カ月過ぎましたら自動的に終了でご

ざいます。しかし現在皆さんこれも御存じのとおり、介護の現状というのはですね、そういった６カ月でき

ちんと終わるとか、そういうものではないということで、いろんな多種多様な状態があるということですね。

その現状にマッチするために、今出ておりますが、取得期間をですね三つの期間に分割して、取得すること

を可能にする。もう一つはその下にございます３で、介護休業と別に、連続する３年の期間において、介護

のため１日につき２時間の範囲内で勤務しないことができることとする。要するにこれが、介護時間という

制度でございますが、これは３年間、１日２時間を限度としてですね。家族の方の看護の介護のために、勤

務を要しないことができる。そういう制度が、追加されたということ、この３点が主な内容でございます。

また表と申しますか、条例改正案に戻っていただきますが、これが今、説明をしました内容ですね、本町の

今の現在の条例に表現をするということで法律の改正案と全くそのままの状態に持っていく、持っていくと

申しますか、ということでございます。議案のほうの３ページ以降に新旧対照表をつけておりますが、今申

し上げましたこの説明資料のほうの８条の３、１５条、１５条の２、この内容をこの新旧対照表の改正後の

ほうにですね、うたっておるものでございます。３ページに長々と書いてございますが、この中身につきま

しては説明資料の８条の３、育児休業等の対処となる子の範囲の見直し、先ほど言いました内容でございま

す。それぞれの１５条と１５条の２につきましてもですね、そのように読んでいただきたいと思います。そ
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れ以外の条文につきましてはですね、前後の字句の整合性を取るための修正とかですね、そういった内容に

なっております。最後に一点、議案の新旧対照表の６ページ、最後のページでございますが、これは、改正

後の１５条の２の３項でございますが、６ページの右側の欄の中ほどでございます。３介護時間については

旧条例第１６の規定にかかわらず、その勤務しない１時間につき同条例第２２条に規定する勤務１時間当た

りの給与額を減額するということで、介護、説明しました介護休暇介護時間、いずれにしましてもですね、

結果的に給与を減額する、ようするに無給になるということで、俗に言う有給休暇とは異なってまいります。

ということで、本文の最後に２ページでございますが附則といたしまして、この条例は平成２９年１月１日

から施行する。これは法の施行日とあわせておりまして、来年の１月１日から改正するというものでござい

ます。以上説明といたします。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。

森岡議員。 

○議員（７番 森岡 勉君）  ７番森岡でございます。総務課長のほうにこの現在の条例の状況についてお伺

いしたいと思います。介護保険の改正による制度がもう８年目でまた改正されたという内容でございますけ

れども、現在有給休暇の取得状況なり育児休暇の取得それから今出ております介護保険に基づく休暇の状況、

それから長期に休まれている状況は、どのような状況になってるか、わかっておればお知らせ下さい。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  今の御質問でございますが、まず現在の各休暇の取得状況でございますが、平

成２７年これは暦年でございますが、１月から１２月、平成２７年の実績でございますが、俗に言う年休有

給休暇、これが平均でございますが１２．５日でございます。それから公務災害等の疾病につきましては休

暇についてはゼロでございます。私傷病病気休暇、俗に言う病気休暇でございますが、これが平均でござい

ますが２．３日、１０日以上の取得この私傷病休暇、１０以上取得というのが１０名ございました。これは

けがによる入院とか、あるいは疾病による入院等も含めておりますが、その中で私どもで把握しとる範囲で

の俗にメンタル面での休暇が２名というふうに総務としては、そういう認識を持っております。先ほど言い

ました１０名の中の２名。それから介護休暇でございますが、現制度でおきます介護休暇は、取得者２名の

合計の６．７日でございます。介護休暇については以上です。それから育児休暇、産後、俗に言う産休と申

しますか、そういうことでの長期特別休暇でございますが、産前産後あるいは育児休業につきましては４名

が昨年につきましては、年度をまたいでおる職員もおりますが、４名が取得をしておるところでございます。

以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  森岡議員。 

○議員（７番 森岡 勉君）  ありがとうございました。こういう休みの取得率につきましても最長であれば

２０日間はとられるということでありますけれども、これもなかなか取れなくて、実際有休を使った看護休

暇もあるんじゃないかということも思っております。育児休業休暇につきましては、これもずっと浸透して

おりまして、こういった状況でずっととられますし、また来年も３年間という新聞に載っておりましたよう

に、長期にわたりこうできるような状況になっております。今後この介護休暇につきましては、特に皆様方

のように管理職の方４０代５０代の方が介護する状態が増えるんですよね。育児休暇については若い方が多

いわけですけども、介護休暇につきましては、今後そういった年代別に休まれるということで、国の制度上

これはどうにもできませんけれども、なかなかこの取得が進まないということで懸念しておりますので、ま

た来年改正されれば、そういったところが織り込まればいいなと思っておりますが、その中で先ほど長期の

休暇の方でいらっしゃるということで、私は監査委員も仰せつかっておるもんですから、そのことをちょっ

と気になったもんですから、伺いましたんですけども、衛生管理面ですたいね、この面でのそういった対応
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は、十分に検討してるのかなということが懸念したもんですから、そこの状況がわかればもうちょっと教え

ていただきますか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  今議員から御質問ございました当然と申しますか、私どももその面につきまし

ては、最大限と申しますかの配慮をして、いろいろ対応しているつもりではございます。具体的に申し上げ

ますと産業医につきましては、色んな分野の先生方がされますが、本町につきましては、熊大の精神科の先

生を産業医ということでお願いをしておりまして、職員面談も先生の時間を割いていただいて、必要がある

と私どもが判断するようなケースは、職員の面談も頻度でやらせていただいております。合わせて内部機構

組織でございますが、衛生委員会の中での衛生管理者、具体的な保健士、そういった専門職の面談等も場合

によってはやっております。併せて私どもは課題があるような必要性があると判断しますと、主治医の先生

とも、場合によっては熊本等まで含めて主治医の先生との、私どもが出向いて先生のお話を聞いてアドバイ

スをいただいて、職員の対応するとか、そういったこともやらせていただいております。そういった中で一

応それなりの対応しているつもりでございますが、先ほど言いましたような昨２７年では、一応私の認識で

２名という長期休職と申しますか休業者がいるということで、なかなかその付近が結果として、そういった

休業につながるようなケースもあるということで、これはすべて公務上から影響してるかどうか判断が分か

れますので、一概に言えませんが、ということで少なくとも、公務上からのメンタル面での影響が出ないよ

うな、そういった部分は、先ほどから申し上げますとおり担当課として動いておりますし、町長・副町長か

ら色んな配慮もいただいているところでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  森岡議員。 

○議員（７番 森岡 勉君）  そういったことで、職場の環境改善なり、そしてひいては最終的には職員の皆

さんの安全と健康を守るために、こういった制度の活用を生かしながら、あさぎり町の職員の方々の資質の

向上に努力いただければと思います。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第２５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第２５号は原案の通り可決されました。 

日程第２ 議案第２６号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第２、議案第２６号、あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第２６号、あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について提案いたし

ます。あさぎり町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定することとする。提案理由を申し上げま

す。外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法律、昭和３７年法律第１４

４号及び特定非営利活動促進法、平成１０年法律第７号の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要が

あり、提出するものでございます。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、
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可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  税務課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。

今回の条例の一部改正は、法人名の変更に伴う改正と外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等

の非課税等に関する法律の改正に伴うところの改正でございます。６ページをお願いいたします。６ページ

の下から２行目の第１条は、今回の改正は平成２９年１月１日から施行するものです。ただし、特定非営利

活動促進法、法人名の変更の改正につきましては、政令の定める日から施行するということになっておりま

す。それでは一番後ろのページ、２０ページの税条例の改正概要で改正の主立ったものについて御説明申し

上げます。それでは法人名称の変更、第３６条の２第１項についてですが、特定非営利活動促進法とは、民

間非営利団体に法人格を与え、公共サービスやボランティアなど社会貢献活動の健全な発展を促進して公益

の増進に寄与することを目的とした法律です。今回の改正につきましては、法人名、仮認定特定非営利活動

法人を特例認定特定非営利活動法人に改めたものでございます。次に、個人の町民税の課税の特例、附則第

２０条の２、附則第２０条の３についてですが、外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非

課税等に関する法律、というのは、日本と租税条約等の締結がなされていない国となっておりまして、今回

は台湾が対象になります。今回の改正につきましては、特例適用利子等及び特例適用配当等の取り扱いを規

定するもので、特例適用利子等及び特例適用配当等を分離課税とするものでございます。附則第２０条の３

につきましては、附則第２０条の２を新設したことに伴うところの繰り下げでございます。以上で、あさぎ

り町税条例の一部を改正する条例の制定についての説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第２６号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

日程第３ 議案第２７号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第３、議案第２７号、あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第２７号、あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て、提案いたします。あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定することと

する。提案理由を申し上げます。外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する

法律、昭和３７年法律１４４号の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があり、提出するものでご

ざいます。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよ

ろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  税務課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の説明を申し上げます。

今回の条例の一部改正は、外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法律の

改正に伴うところの改正でございます。２ページをごらん下さい。１番下の第１条、今回の改正は平成２９
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年１月１日から施行されるものです。それでは１番後ろのページ、７ページの国民健康保険税条例の改正概

要で改正の主立ったものについて御説明申し上げます。まず、外国居住者等の所得に対する相互主義による

所得税等の非課税等に関する法律とは、先ほど税条例の改正で御説明申し上げましたとおり、租税条約等の

締結がなされてない国、今回台湾との取り決め内容を日本国内で実施するための法律となります。それでは

上から２行目の太字で書いております特例適用利子等に係る国民健康保険税の課税の特例、附則第１３項及

び中段の太字、特例適用配当等に係る国民健康保険税の課税の特例附則第１４項について御説明申し上げま

す。この二つの項は、特例適用利子等と特例適用配当等のそれぞれの額を、所得割の算定及び軽減判定に用

いる総所得金額に含めることになったものでございます。次に下から４行目、太字の条約適用利子等に係る

国民健康保険税の課税の特例、附則第１５項及び下から２行目太字の条約適用配当等に係る国民健康保険税

の課税の特例、附則第１６項につきましては、附則１３項及び附則１４項が新設されたことに伴うところの

項の繰り下げでございます。以上で国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての説明を終わ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）これから議案第２７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

日程第４ 議案第２８号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第４、議案第２８号、平成２８年度あさぎり町一般会計補正予算（第５号）に

ついてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第２８号、平成２８年度あさぎり町一般会計補正予算第５号について提案いた

します。平成２８年度あさぎり町の一般会計補正予算第５号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補

正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億１,５０４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１１億７９７万７,０００円とする。詳細につきましては担当課長よりそれぞ

れ説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  それでは、平成２８年度あさぎり町一般会計補正予算第５号について説明

をさせていただきます。まず１ページをおあけいただきたいと思います。第１条第２項より読ませていただ

きたいと思います。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。繰越明許費の補正。第２条、繰越明許費の追加は第２

表繰越明許費補正による。債務負担行為、第３条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為

をすることができる事項、期間及び限度額は、第３表、債務負担行為による。地方債の補正、第４条、地方

債の変更は第４表地方債補正による。６ページをおあけいただきたいと思います。第２表、繰越明許費補正、

これは追加分です。事業名、産地パワーアップ事業補助金２,９６７万３,０００円。免田地区体育館改修工

事６,００２万２,０００円となっております。次のページをお願いしたいと思います。第３表、債務負担行
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為です。公有施設個別計画作成業務委託料、期間が２９年度から２９年度まで、４１０万。これは現在、公

共施設等総合管理計画を作成中でございますが、これを作成しまして個別計画を作成するということで、債

務負担行為を行っております。それから、救護施設しらがね寮調理業務委託料、６,６１３万２,０００円。

あさぎり町立小学校図書司書派遣業務委託料、３,６２７万９,０００円。あさぎり町立中学校図書司書派遣

業務委託料、７２３万４,０００円。期間につきましてはいずれも平成２８年度から３１年度までとなって

おります。これらの業務委託につきましては、２９年度以降の業務委託となりますけれども、契約をスムー

ズにするために、２８年度から債務負担行為を起こしているところです。それから次のページです。第４表

地方債補正、それは変更です。学校施設整備事業、７５０万円の追加で限度額が１億２,７８０万。次に社

会教育施設整備事業、２,８６０万の追加で９,７３０万。道路整備事業、２,２７０万の追加補正です。限

度額が１億５,７７０万となっております。起債方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と変わり

ません。続きまして１１ページをおあけいただきたいと思います。ここらは企画財政課所管分について説明

をいたします。下から２段目、目１地方交付税、普通交付税１億３,００３万８,０００円の減となっており

ます。これは今回の補正の財源の調整を行っております。２８年度のですね、普通交付税が４８億３,７４

０万１,０００円となっておりまして、留保財源が７億１,５１０万２,０００円となっております。続きま

して、１４ページをおあけいただきたいと思います。上段ですけれども、目２指定寄附金、この中のふるさ

と寄附金１,０００万円です。今年度ふるさと納税をしていただいておりますけれども、現在の寄附額が２,

３８６万５,０００円程度入ってきておりまして、これまでの補正が２,５００万円を予算計上しておりまし

た。今後も、昨年度の納付状況寄附状況等を考慮いたしまして、今回１,０００万円の補正を行うものです。

それから下のほうですが、目４土木債、それから、目６教育債につきましては、先ほど地方債の補正のとこ

ろで説明した通りの金額となっております。続きまして歳出の説明をいたします。１６ページをおあけいた

だきたいと思います。下から３段目になりますが、目７企画振興費、６７０万６,０００円の補正額となっ

ておりまして、内容としましては地方バス運行等特別対策補助金２４２万円の追加となっております。これ

につきましては、今年４月に発生しました熊本地震による影響で路線バスの運行において長期にわたる運休

とか迂回、折り返し運転等がありまして、収支が悪化したということで、補助金の追加が来ております。そ

れからスマートインターチェンジ整備促進協議会負担金４２８万６,０００円ですけれども、これについて

は当初予算のときに説明いたしましたとおり、今回の当初の負担金につきましては、職員人件費だけを計上

させていただいておりました。今回、平成２８年度のですね、事業費とそれから、当初予算のときは職員に

ついては再任用でするというふうなことで説明をいたしておったかと思いますが、事務局の都合によりまし

て正職員の方が来られるということで、その分が上乗せになりまして、この金額にあさぎり町の負担金がこ

の金額になっております。それから、下のですね、目１４基金費です。補正額が６,８１５万６,０００円と

なっておりますが、ふるさと基金積立金につきましては、先ほど歳入のほうで説明いたしました１,０００

万が寄附されるという予測のもとに１,０００万円を積み立てております。計上しております。それから、

まちづくり基金、それから財成調整基金費、これは利子を積み立てるものでして、歳入についてはですね、

後ほど会計課長より説明があると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。それからその下、目１

７、ふるさと寄附対策費、補正額が６４２万１,０００円です。内容につきましては、歳入で１,０００万円

の寄附を見込んで上げておりましたが、それに対する歳出の項目を挙げているところです。この中で節１２

の役務費ですね、１５万１,０００円、郵送料、１５万１,０００円を上げておりますが、これについては確

定申告等でですね、ワンストップ特例というのがございまして、これは寄附をされる地方団体が５つの団体

未満の場合は、このワンストップ特例の制度というのを利用できまして、確定申告しなくても、これで申告

ができるというふうな制度でして、その通知をする切手代と、それから年賀状等を寄附していただいた方に
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出しますので、そういったときの経費として見ております。それから受領証明書をですね、寄附をしていた

だいた方に受領証明書を出しますので、その分の切手代等ということで１５万１,０００円を計上している

ところです。以上、企画財政課の所管分の歳出の説明を終わらせていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  総務課分の御説明をさせていただきます。まず歳入でございますが、１１ペー

ジをお願いをいたします。１１ページ最下段でございます。総務費負担金でございますが、派遣職員給与負

担金の８６７万８,０００円の減としておりますが、これは当初予算の段階では、本町から公立多良木病院

への職員派遣を予定する中での当初予算になっておりました。実際は、派遣はもう行っておりませんので、

その分の負担金としての収入の減額ということでございます。１３ページでございます。最上段でございま

す総務費の県補助金でございます。権限移譲事務費交付金、これ２８年度の決定によりまして、６６万４,

０００円という決定額が来ております。現予算との差額の減額でございます。その欄の中ほどでございます

が、７消防費県補助金でございます。球磨川水系の防災減災ソフト対策等の補助金でございまして、これは

本年度分の交付決定ございました２２６万６,０００円ということで、今回決定額の計上をさせていただい

たものでございます。歳出のほうはもう既に防災関係の経費としてですね、予算計上しておるところでござ

います。その下、県支出金の１総務費県委託金、参議院選挙の委託金につきまして精算ができました。今回

減額としまして１９６万７,０００円の計上でございます。１４ページをお願いいたします。中ほど３雑入

の説明欄の中の最下段で、熊本地震に対する支援金配分金ということでございます。熊本地震につきまして

は、いろんな義援金等ももう全国からかなりそれぞれいただいているところかと思いますが、この件は、県

の町村会を経由して、熊本県に支援金という形で、先ほどの義援金とは別でございまして、支援金として県

の町村会経由で主に全国の自治体から等がおもでございますが、支援金としてきた分が１０月ぐらいの時点

で２億２,７００万円ほど県の町村会に来ておるようでございます。あさぎり町も含めた全県下の町村にそ

れぞれ被災状況或いは亡くなられた方も含めましてですね、配分を決めておられますが、その中で均等割と

いうのがございます。そういうことで、本町、幸いして大きな被害はなかったんですが均等割、それともう

一つは、本町に１世帯だけ避難をしてきていただいている方がおられますので、その避難所の受け入れとい

うのは、そういった配分項目もございました関係で、この４５５万９,０００円がですね、県町村会経由で

の全国からの支援金の本町への配分ということで、きておりますので、今回計上したものでございます。１

６ページでございます。歳出でございます。議会費につきましては旅費は、節内の費用弁償と普通旅費との

組み替えでございます。それから総務費でございますが、一般管理費とございますが、今回の補正の中で、

人件費につきましては、総務費以外でも、節の３の手当、節の４の共済費にですね、それぞれ必要に応じて

予算の計上させていただいております。今回の主な点は年度末まで不足の見込みがある分についてのみ、現

在わかってる分を計上いたしております。減額等も当然出て当然と申しますか出てくるわけでございますが、

そういった最終調整はですね、３月の最終補正でまたやらせていただきたいということで、今回は増がどう

しても必要な分だけを、それぞれ各費目ごとに手当共済費の中で計上させていただいております。目の１一

般管理費でございますが、１の報酬と、節の９の旅費の中の費弁につきましては、男女共同参画の推進懇話

会の不足分でございます。それから共済費の中の新条例による追加費用というのがございますが、これは毎

年度この補正で減額をしておりますが、これは昭和３７年１１月に、現在の地方公務員の共済制度はスター

トしておりますが、それ以前の制度の中で、在職をされてた方々、もう現在退職されておられる方々でござ

いますが、そういった方々の、その期間についての費用負担というのは現在の共済制度と別枠で負担金の支

払いが出てまいりますが、これは当初予算の段階では、その時点での見込み額で計上しておりますが、かな
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り高齢の方が対象になってます関係で、お亡くなりになられるようなケースの中で、対象者が減になってい

って結果的に費用が減になるということで、毎年度、年度途中で補正減額補正をするということでございま

す。目６財産管理費でございますが、これは委託料で公有施設個別計画作成業務委託料８０万上げておりま

すが、先ほど債務負担行為でも出てまいりましたけども、現在、公共施設の総合管理計画の策定中でござい

ますが、それと並行しましてその後の個別計画も策定も必要になってまいります関係で、今年度中この８０

万の補正プラス債務負担行為で来年度の以降も継続して連続して個別計画の策定に当たってまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。節の１５工事請負費につきましては、当初予算で庁舎の代替施設

としての非常用電源ということで１,３００万ほど計上させていただいております。現在準備中でございま

すが、文化ホールを対象に想定をいたしております。その中で今回４００万の追加をさせていただくのは、

文化ホールの移動椅子が電動でございまして、あそこは指定避難所としての想定もしております関係で、災

害時に移動椅子を移動しなければなりません。そのときに、電源が止まっていた場合、電源が別な関係で、

動力電源ということでその分が、指定避難所としての運用する場合に、非常用電源ではその分をプラスしな

いとなかなかの実際問題として動かないということが判明しました関係で、今回その分を追加でございます

が計上をさせていただくものでございます。１７ページの最下段でございますが、選挙費で参議院議員の通

常選挙費、これは先ほど歳入で申し上げましたが、７月８日執行分で経費の確定がありました関係で、それ

ぞれの節ごとに減額補正をさせていただくものでございます。１８ページ、４の町議会議員一般選挙につき

ましても同様でございまして、費用の確定によりまして残額分を減額補正をさせていただくものでございま

す。それから少し飛んでいただきまして、２３ページの中ほどでございますが、消防費の防災管理費でござ

います。備品購入費といたしまして、４６０万計上でございますが、これは今回、職員向けの図上訓練ある

いは防災訓練行いました中で、いろんな課題出てまいりました。今現在検証中でございますが、まず大きく

どうしても急ぐというふうに想定しましたが、情報伝達手段でございます。現在の消防無線簡易無線もござ

いますが、職員が行政側が災害対策で使用するそういった手段が携帯電話以外はないということで、有事の

際はですね、そこがクリアできないと、具体的な対応がもうまず根本的にできないということが今回また改

めて判明しました関係で、先ほど歳入で申し上げました町村会の熊本地震の支援金が今回まいりました関係

で、今回この４６０万につきましては、その分をこの情報体制の整備ということで、デジタルの簡易無線機

の整備をさせていただくことで今回計上いたしました。今回２３台をこの予算で想定しておりますが、将来

的にはもう少し必要でないかと、その付近はまだ現在精査中でございますが、一応現時点では６０台ぐらい

を見込んでおります。ただ将来的なことはまだおきまして、今回２３台を緊急的に整備をさせていただきた

いということで計上したものでございます。あと２５ページ以降給与費明細書がございますが、給与費明細

につきましては特別職でございますけれども、特別職の中で報酬が４６万８,０００円、比較欄の１番最下

欄でございますが、にあるかと思います。この内訳でございますが、主なものは選挙関係の減と、一番大き

いのはですね、農業振興課関係の川辺川総合土地改良事業関係で委員さんの報酬が増額ということで、総計

で４６万８,０００円の増ということでございます。あけていただきまして２６ページから一般職関係でご

ざいますが、その内訳としまして２７ページに給与手当の明細ございますが、手当の内訳としまして、時間

外手当２７１万４,０００円の減が出てまいりますが、このすべてと申しますか、これまず選挙関係で参議

院選挙、町議選の経費の確定によりますところの時間外手当の減ということでございます。給与費明細の内

容につきましては以上でございます。以上で総務課の説明を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  会計課長。 

●会計管理者（上渕幸一君）  それでは、会計課所管の説明をさせていただきます。歳入のほうです。１３ペ

ージをおあけいただきたいと思います。款１６の財産収入ですが、利子及び配当金といたしまして、財政調
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整基金利子が５,４８８万８,０００円、まちづくり基金利子が３２６万６,０００円の補正をお願いしてお

るところでございます。会計課としましては、基金の管理運用を任せていただいておりますが、既に御説明

のとおりですが、平成２８年度から今年度から予算編成の上で、基金からの取り崩し、繰り入れをしなけれ

ばならないということで、そういった予算編成をしておるわけですが、今年度以降に置きましても、そうい

った傾向が続くということで、繰り入れのための資金調達をすることが必要になりますが、基金のほうから

といたしましても、基金につきましては、定期預金、それから債券運用で管理を行っておりますが、まずあ

の定期預金等からの繰り入れというのが順番的になってきますけれども、債権につきましては、売却をする、

もしくは満期が来るというようなことでないと現金ができないというのは、制限もございます。そういった

こともありまして、これまで超長期債権を、数本持っておりましたが、平成４２年度以降にしか満期が来な

いというようなことになっておりました。そういった超長期の債権を売却入れかえをいたしまして、それぞ

れ定期預金からも不足するような年度に債権の満期で調達が来るように、満期が来るように調達できるよう

に、入れかえを行ったということでございます。それによりまして、各年度、資金収支計画がありますけれ

ども、その不足する分に債権の満期をちょうど充てるような形でほぼ確定することができたということでご

ざいます。そういった運用を行っておりますが、今回、補正いたしますものは、その入れかえに伴いまして、

増額、売却益等が出てまいりまして、補正でするということになっておりましたが、その未計上分があった

ということで今回補正をさせていただくものでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  税務課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  税務課所管分につきまして御説明申し上げます。１１ページをお願いいたしま

す。今回の補正予算の歳入につきましては、平成２８年度の現在までの各税の調定額及び収納率を勘案した

ところで、当初予算との差額を増額減額調整するものでございます。１番上の項１、市町村民税、補正額が

２,０８９万２,０００円。節１現年度分、２,０２５万９,０００円につきましては、本年度の調定額に過去

３年間の平均収納率９９％を掛けて、当初予算との差額を増額したものでございます。節２、滞納繰越分６

３万３,０００円につきましては、本年度の調定額に過去３年間の平均収納率２０％を掛けて、当初予算と

の差額を増額したものです。現年度分、滞納繰越分合わせまして、補正後の額４億３,４０５万７,０００円

となります。次に、２段目、項２固定資産税、補正額３,０２８万５,０００円。節１現年度分、３,０２８

万５,０００円につきましては、本年度の調定額に過去３年間の平均収納率９６％を掛けて、当初予算との

差額を増額したものでございます。補正後の額、５億３,３８４万８,０００円となります。次に３段目、項

３軽自動車税、補正額マイナス２５８万４,０００円、節１現年度分、マイナス２５８万４,０００円につき

ましては、本年度の調定額に過去３年間の平均収納率９９％を掛けて、当初予算との差額を減額したもので

ございます。補正後の額、５,９７９万４,０００円になります。続きまして１７ページをお願いいたします。

歳出について御説明申し上げます。中段の目２、賦課徴収費、補正額１５万６,０００円。節１２、役務費

１５万６,０００円につきましては、預貯金調査の際に、金融機関に支払う手数料の追加分でございまして、

１件当たり５２円で見積もりまして、３００件の１０店舗を計上しております。税務課所管分につきまして

は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（山口 和幸君）  説明の途中ですが、１０分間休憩いたします。 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。生活福祉課長。 

●生活福祉課長（小見田 文男君）  生活福祉課所管の補正予算について説明申し上げます。１２ページをお

願いします。歳入から説明申し上げます。款の１４国庫支出金、項１、目２の衛生費国庫補助金、節１、療

育医療費国庫負担金、平成２７年度療育医療費国庫負担金精算交付金８,０００円を計上しております。こ

れは平成２７年度の事業の実績によりまして追加交付額が確定したことにより、補正をしまして受け入れる



- 145 - 

ものでございます。項の２国庫補助金、目２民生費国庫補助金、節１、障害者福祉費補助金、地域生活支援

事業国庫補助金８２万２,０００円減額補正でございます。これは障害程度区分認定等事務費と申しまして、

球磨郡障害認定審査会がございますけれども、この事業に対しまして国県からの補助金で行っておりました

が、平成２８年度から一般財源化、要するに普通交付税措置ということになりましたので、この分の全額を

減額補正するものでございます。節２の児童福祉費補助金、８２万８,０００円計上しております。まず、

教育支援体制整備事業、３万４,０００円減額しております。これは平成２８年度から新規事業で取り組ん

でおる事業でございますけれども、当初予算計上時には国庫補助金のところで計上しておりましたけれども、

県補助金として受けることになりましたので組み替えをするものでございます。それから、放課後児童クラ

ブ環境改善整備推進事業補助金８６万２,０００円で計上しております。これは放課後児童クラブにおける

ＩＣＴ化を推進し、そこに従事する職員さん等が効率的かつ効果的に業務を遂行できる環境を整備する県の

補助事業でございまして、今回県との事前協議が完了したことにより予算を計上するものでございます。補

助率は事業費の４分の３でございます。内容については歳出のところで説明申し上げます。款の１５県支出

金、項１、目３衛生費県負担金、節１、療育医療費県負担金４,０００円計上しております。これは先ほど

の国庫補助金でも説明申し上げましたか、２７年度の療育医療費県負担金事業の実績により追加交付額が確

定したことにより、補正するものでございます。次のページをお願いします。項の２、目の２で民生費県補

助金、節３児童福祉費補助金、１万３,０００円計上しております。これは先ほど国庫補助金の予算で３万

４,０００円の組みかえということで説明申し上げておりましたが、これは１０月２２日に土曜日でござい

ますけれども、深田の定住センターにおきまして熊大教授を講師として、あさぎり町の教育の質の向上のた

めの研修会を実施しました。認定こども園、それから保育園、小学校等から８６名の参加がありました。実

のある研修会でございましたけれども、補正額１万３,０００円、これは実際の経費に対しましての補助率

２分の１を掛けての予算を計上したものでございます。節の４障害者福祉費補助金、４１万１,０００円の

減額補正をしております。これも先ほど、国庫補助金で減額補正で説明申し上げましたが、障害程度区分認

定等事務、球磨郡障害認定審査会分でございますけれども、県の補助金等も一般財源化ということで、２８

年度から交付税措置ということで減額したものでございます。１４ページをお願いします。款の２０の諸収

入、項４目３の雑入でございます。この中で、生活福祉課分としまして上げておりますけれども、これもす

べてあさぎり町の社会福祉協議会からの返還金でございます。まず、平成２５年１０月から平成２６年度そ

れから２７年度の２年半の町立保育所の指定管理委託料でございますけれども、指定管理委託協議の事項に

協議事項に基づいてですね、返還金が発生しました。要するに人件費の残額とか事務費の残額、それから事

業費の積算基準と実績の差額というところを積み上げまして、５,０６０万６,０００円が返還金として計上

しているところでございます。それから２７年度社会福祉協議会運営費補助金返還金４０８万５,０００円、

これも２７年度の実績に基づきまして返還をするものでございます。それから、２６、２７年度の２カ年の

指定管理期間が、温泉のですね、温泉入浴施設等の指定管理期間が終わりまして、委託料の返還金が発生し

ております。これは特にＡ重油の価格の変動に伴いましての返還と、それから人件費、これは社会福祉協議

会の運営補助金との関係がございまして、運営補助金のほうで職員の分をですね、支払っているということ

で、人件費を返還していただくことに伴いますものが主な原因でございます。ヘルシーランドで１３０万７,

０００円、温華乃遥温泉で９７１万８,０００円、それから高山荘ですけども５８万５,０００円、合計の１,

１６１万円の返還金でございます。１８ページをお願いします。歳出を説明したいと思います。人件費等に

つきましては、説明を割愛させていただきます。款の３の民生費、項１、目１社会福祉総務費２０万５,０

００円の増額補正を計上しております。まず、節の１、報酬費４万４,０００円と節９旅費、費用弁償１万

１,０００円計上しております。本年度は、１１月末をもって民生委員さんの３年の任期が切れます。そう
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いうことによりましての一斉改選の時期でございまして、当初予算で２回の推薦会の予算を計上しておりま

したけれども、今現在民生委員の定数４０人に対して３６名、それから主任児童委員定数３人に対して３人

の推薦をいただいているところでございます。１２月には新しい民生児童委員それから主任児童委員さんが

誕生したわけでございますけれども、あと民生児童委員、民生委員さんがですね、４人充足しておりません。

今後、あと、１２月それからあとの３カ月をもちまして、推薦会をあと２回計画しております。その経費と

して報償費４万４,０００円、それから費用弁償１万１,０００円を計上したところでございます。それから

次のページをお願いします。目４障害者福祉費７万４,０００円の増額補正でございます。節２０扶助費、

障害者日常生活用具給付等事業費１００万円増額補正計上しております。これは在宅の身体障害者が日常生

活を営む上で便宜を図り、自立した生活を容易にするための必要な用具を給付する事業でございますけれど

も、これまでの実績と今後の見込みをしたところで、不足が生じる恐れがありますので今回補正するもので

ございます。節２０繰出金、球磨郡障害認定審査事業特別会計繰出金、９２万６,０００円の減額補正でご

ざいます。これは歳入で説明しました障害支援区分認定と事務費の国庫補助金等の一般財源化に伴います市

町村負担金の変更が事務局のほうから参りましたので、今回補正するものでございます。項の２、目１児童

福祉総務費１１０万８,０００円の補正でございます。節８の報償費４万２,０００円の減額補正でございま

す。これも歳入で説明申し上げましたが、認定こども園等における教育の質の向上のための研修支援事業、

１０月の２２日に行いましたけれども、謝金を支出し、事業管理完了したことにより、今回不用額を減額し

たものでございます。節１９負担金補助及び交付金、放課後児童クラブ環境改善整備事業補助金１１５万円

補正計上しております。これも歳入で説明申し上げましたけれども、放課後児童クラブにおけるＩＣＴ化を

推進し、放課後児童支援員等が効率的かつ効果的に業務を遂行できる環境を整備することにより、放課後児

童健全育成事業の円滑な実施を図る目的で行う事業でございます。今回、５つの放課後児童クラブがこれを

事業に取り組まれるということで、タブレット、パソコン等を購入する経費として、計上したものでござい

ます。先ほども申し上げましたが、国庫補助金で４分の３、あと町が４分の１を財源として行う事業でござ

います。以上で生活福祉課所管の補正予算について説明を終わります。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  それでは高齢福祉課所管分の補正予算の説明を行います。歳出予算、１８

ページをお願いいたします。節４の共済費は省略させていただきます。ページの１番下の段、目２老人福祉

費、節２８繰出金で介護保険特別会計繰出金２１万５,０００円を計上いたしております。本年９月に介護

保険法施行令の一部を改正する政令が公布されております。施行日につきましては、平成２９年、来年４月

１日から施行されますけれども、この改正に伴い、年度内に介護保険のシステムを改修する必要がございま

す。この費用につきましては国の２分の１補助対象でございますので、町負担分を介護保険特別会計への事

務費に係る繰出金として繰り出すものでございます。高齢福祉課分は以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい、健康推進課関係を御説明申し上げます。歳入でございますけれども、

１４ページをお願いいたします。款２０諸収入、目３雑入でございますが、１番上、各教室等参加者負担金、

３,０００円の減額です。夏休みの子供料理教室を実施しましたけれども、その参加者の負担金の減額、参

加者数による減額でございます。それの二つ下です。平成２７年度後期高齢者医療市町村療養給付費負担金

精算金、２７年度の療養費にかかる町の負担金の精算ができましたので、その分２７年度分支払っていた分

の返還金ということで、２,７６８万５,０００円を受け入れるものでございます。歳出でございます。１９

ページをお願いいたします。１番上のほうですけれども、款３民生費の目６国民健康保険事務費は人件費で
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ございますので、説明を割愛させていただきます。それから１番下の欄、款４衛生費の目１保健衛生総務費、

これは人件費でございますので、説明を割愛させていただきます。次のページです。目６予防接種事業費、

３８万３,０００円の補正でございますが、子供の日本脳炎の予防接種の第２期が本年度で９歳になる子供

たちが対象となります。町としては集団接種で全員が９歳になった後なので、来年度の当初に実施するとい

うことで考えておりました。当初予算においてもその費用を計上しなかったところですが、なったすぐので

すね、全員が９歳になったすぐの来年度の４月の春休みの当初に予防接種を集団で実施するということで、

材料を確保しておく必要があるということで今回補正をお願いしたところでございます。現在の小学校３年

生になりますかね、が４年生になるときの春休みに実施するということで、対象者が１４０人ぐらいですけ

れども、現在の在庫を見ましてその足りない分を計上させていただくものでございます。目７の健康づくり

推進事業費については、歳入で申し上げました料理教室の歳入分の財源更正でございます。以上で説明終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  農業振興課所管の補正予算につきまして説明をいたします。１３ページを

お願いいたします。上の枠の中ほどになりますが、目４農林水産事業費県補助金の中山間地域等直接支払い

交付金は、現地確認による協定農用地の増加によるものです。続きまして環境保全型農業直接支払い推進補

助金と環境保全型直接支払い交付金につきましては、県の交付決定額により減額となるものでございます。

次に産地パワーアップ事業補助金２,９６７万３,０００円は、今回の薬草加工所建設により、建屋内に整備

します加工調整機器等を、あさぎり薬草合同会社が事業主体となって、平成２８年度事業により機械の導入

を行うもので繰越事業により導入を行うものです。次に担い手確保経営強化支援事業助成金４１１万５,０

００円は、２件の担い手が申請した、農業機械について２分の１の助成を行うものです。続きまして歳出と

なります。２０ページのほうをお願いいたします。２枠目の目４、農業振興費、節１９負担金補助及び交付

金のＪＡくま栗選果施設整備事業負担金２１８万１,０００円につきましては、下球磨選果場の栗選果機が

老朽化等により、集出荷体制に支障が生じているため、今回整備を行うもので、球磨人吉管内の市町村が国

庫補助額の３０％の支援を行うものです。次に、目５農業経営基盤強化促進事業費、節１９負担金補助及び

交付金の担い手確保経営強化支援事業補助金につきましては、歳入にありましたもので、人農地プランに位

置付けられた担い手農家の方で、今回は、取り組み状況のポイントが高い方を優先して申請し、２件の担い

手が該当され、事業対象額の２分の１を予算計上したものとなります。次に、目８水田農業経営確立対策事

業費、節１９負担金補助及び交付金の産地パワーアップ事業補助金２,９６７万３,０００円につきましては、

繰り越し事業により、乾燥機２台、蒸し機２台、蒸気ボイラー１台、噴射式洗浄機１台、乾式回転調整機１

台、脱臭装置３台、フォークリフト１台をあさぎり薬草合同会社が導入するものです。次に、目１３中山間

地域等直接支払い制度事業費、節１９負担金補助及び交付金は、協定農用地の増加により増額するものでご

ざいます。次に２１ページの目１５、環境保全型農業直接支払い制度事業費は、財源更正となります。目１

７、川辺川総合土地改良事業費、の節１報酬と節９旅費の費用弁償につきましては、国営川辺川事業の計画

変更の内容につきまして、１１月７日から１０日にかけて、各団地の農家の方々にお集まりをいただき、説

明会を開催したところですが、来年３月からは、同意取得に向けた業務を進める予定であります。その際に、

農政局、県、市町村の職員が関係農家へ訪問することとなりますが、その案内役として推進協議会の委員さ

ん方も協力いただけることになりましたので、１０回分の予算を計上させていただくものです。以上で説明

を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、商工観光課分の補正の説明をいたします。歳出のみです。２１ペー
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ジをお開きください。１番下段になりますが、目１商工総務費、節１９負担金補助及び交付金、２６０万円、

内訳といたしまして、店舗改装事業等助成金１００万円。住宅リフォーム等助成金１６０万円です。店舗改

装事業等助成金につきましては、現在１２件が申請され、交付決定をしております。予算的にはもうゼロに

近い状況であります。申請予定者が１名おられまして、現在相談を受けております。その関係上１００万円

を計上させていただいております。住宅リフォーム等助成金につきましては、予算残額が２３０万ほどござ

いますが、申請件数の過去３年間の推移を見ますと、今後予想される申請を考慮しますと１６０万ほどの不

足が生じるということで１６０万円を計上させていただいております。続きまして、２２ページをお開きく

ださい。目１定住促進費、節１報酬、１５０万２,０００円の減額です。これにつきましては、当初予算で

は非常勤職員で結婚相談員を対応するということで予算計上しておりましたが、人事により職員配置があり

ましたので減額いたします。その下の節４共済費、節９旅費につきましても、その非常勤職員の関係でござ

います。節１９、負担金補助及び交付金５４万７,０００円。内訳としまして、人吉球磨能力開発センター

負担金５４万７,０００円です。人吉球磨能力開発センターにつきましては、人吉球磨地域の高い職業技能

者の育成と離職者及び求職者への就労支援等という目的で設置されております。しかし、地域建設業界の人

手不足そして求職者減により、国県の補助委託事業及び自主講座ともに受講生の確保に苦慮されている現状

でございます。そういうことで、現在能力開発センターの基金の枯渇、そして前年度決算での欠損金等がご

ざいまして、５４万７,０００円の負担の増額ということで、計上しております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それでは建設林業課所管分について説明をいたします。８ページをお願

いいたします。地方債の補正で先ほど企画財政課長からありましたとおり、１番最下段の道路整備事業でご

ざいます。課長より説明があったとおりでございますが、６月の第２号補正予算におきまして、当初の配分

内示による減額を行いましたが、今回国の第２次補正予算で、歩道整備舗装補修事業に伴う国の補助金、社

会資本整備総合交付金の追加配分がなされましたので、それに伴い、起債額も増額補正いたすものでござい

ます。追加分につきましては、合併特例債を充てるものでございます。次に、歳入の１２ページをお願いい

たします。国庫支出金、目４土木費国庫補助金でございます。道路改良費補助金、ただいま説明しました国

の補正予算による交付金の追加配分がされましたので、４,６８０万円の追加補正を行うものでございます。

当初要望額に対して約６０％しかついていなかったものが、今回の追加配分によりまして、７８％まで復活

をいたしております。次に１４ページをお願いいたします。雑入の欄の上から２行目でございます。熊本県

治山林道協会熊本地震災害見舞金、本町が加盟します、全国の治山林道関係協会から熊本県協会へ熊本地震

に対する見舞金が支給されました。それを県下会員市町村に一律５万円が支給されております。これを受け

入れるための予算措置でございます。それから町債の土木債の分でございますが、これは地方債の補正で説

明しましたとおりでございます。歳出で２２ページをお願いいたします。土木費、道路維持費、委託料、設

計委託料、１,９６０万円でございます。今年度発注した橋梁工事費の入札残及び工法見直しによる事業費

の組み替えでございます。橋梁の設計委託費を追加するものでございます。この中には、橋梁長寿命化修繕

計画に基づく来年度以降の補修工事に備えて新たに５橋分の調査設計も含んでおるところでございます。工

事請負費２,４００万円の増でございますが、これも交付金の追加配分によりまして、舗装補修工事で７路

線の事業量施工延長を追加して行うものでございまして、橋梁補修５橋分の入札残の工事費調整もあわせて

行うものでございます。道路改良費、工事請負費２,９００万円の追加でございます。同じく交付金の追加

配分による歩道整備工事で、堂の下線ほか２路線の事業量施工延長を追加するものでございます。以上でご

ざいます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 
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●上下水道課長（深水 光伸君）  はい、上下水道課所管分について説明をさせていただきます。歳出の２３

ページをお願いいたします。最上段の目１下水道費、１,６４３万４,０００円の減額でございますが、下水

道事業特別会計の補正におきまして、平成２７年度決算による繰越金を計上しましたので、超過となる歳入

分の繰出金を減額するものでございます。以上よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚弘君）  はい。続きまして教育課所管について説明を申し上げます。６ページの繰越明

許費をお開きいただきたいと思います。下段の款９教育費、項５保健体育費、免田地区体育館改修工事でご

ざいます。年度内で工事を行う予定でしたけれども、４月の熊本地震の影響を受けました高山体育館を補正

をお願いして先に改修をしております。二つの体育館を同時期に改修することは、利用者に迷惑をおかけし

ますことから、利便性を考慮し高山体育館の竣工を待って着工することといたしておりますが、竣工を来年

２月末と予定しておりますので、年度内の完成が厳しいことから今回繰り越しをお願いするものでございま

す。続きまして、７ページの第３表債務負担行為でございます。あさぎり町立小学校図書司書派遣業務委託

料及びあさぎり中学校の図書司書派遣業務委託料でございます。先ほど企画財政課長のほうから説明があり

重複する部分もありますけれども、説明をいたします。小中学校の図書司書派遣業務につきましては、平成

２６年度から２８年度までの３年間を委託期間として、派遣いただいております。本年度末で委託期間が終

了いたしますことから、新たに２９年度から３１年度までの３年間、委託に向けて準備を進めることになり

ます。年度当初からの業務となりますことから、業者選定に当たりましては、明けて１月からの事前の準備

を必要といたします。そこで準備行為期間も含めて２８年度から３１年度までの負担行為として今回計上い

たすものでございます。あけていただきまして、８ページ地方債補正でございます。上段の学校施設整備事

業、補正後１億２,７８０万円となっておりますけれども、７５０万円の増額、これにつきましては須恵小

及び深田小学校並びにあさぎり中学校のトイレ改修工事の設計委託分でございます。その下の社会教育施設

事業につきましては、補正後９,７３０万、２,８６０万円の増額でございますが、免田地区体育館の改修工

事で事業費の増額に伴うものでございます。続きまして歳入、１２ページをお願いいたします。目７の教育

施設使用料でございますが、節６社会教育施設使用料、過年分といたしまして１万円を計上しております。

平成２６年度にですね須恵文化ホールを利用されました使用料が、本年度納入されまして、今回補正をして

おります。なおこれでこの件はすべて完納となっております。続きまして、１４ページをお願いいたします。

目２の指定寄附金でございますけれども、この中の教育費寄附金１０万円についてでございますが、本年度

におきましても、関西ふるさと会から１０万円の寄附をいただきました。それを歳入に受け入れるものでご

ざいます。最下段の目６の教育債でございますが、先ほどの地方債補正のところでの説明と同様でございま

すので割愛させていただきます。続きまして歳出でございます。２３ページをお願いいたします。中ほどの

目２事務局費につきましては、人件費のため割愛いたします。その下の項２小学校費の目１学校管理費、節

１３委託料６０６万円でございますが、これは学校施設整備計画で次年度予定しております須恵小及び深田

小学校のトイレ改修工事を、最大限夏季休業中に工事を行いたく今回設計をお願いするものでございます。

最下段の項３中学校費の目１学校管理費、節１３委託料１９８万円につきましても同様でございます。すい

ません。上段のですね、小学校費に戻っていただいて、節１８備品購入費１０万円でございますが、これは

歳入のところで説明いたしました、関西ふるさと会からの寄附金を活用いたしまして、図書を購入するもの

でございます。小学校でございますので、１校当たり２万円、５校分として措置をいたしております。あけ

ていただきまして、目３文化財保護費、伝統芸能継承補助金９万５,０００円でございますが、当初予算で

予定しておりました団体より、２団体ほど多く申請が上がってまいりましたので、その補正をお願いするも

のでございます。その下、目１保健体育総務費でございます。節１９の負担金補助及び交付金、くまもと県
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民体育祭の事務局負担金５０万３,０００円でございますが、これは事務局に派遣されている職員のですね、

給与に係る負担金の補正でございます。当初派遣職員に関しましては、主事クラスの職員で見積もってあり

ましたけれども、実際に派遣された職員が参事の職員ということでございますので、負担金の追加請求があ

っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。次に目２体育施設費、節１５の工事請負費２,９４０

万円でございます。本年度当初で免田地区体育館の耐震改修事業といたしまして２,８９０万円ほどの予算

を計上しておりましたけれども、実際に設計を進める中で、足場工事費と天井改修内容につきましては、当

初の想定をはるかに上回る経費が必要となるという懸案事項が出てまいりました。内容把握が困難であった

にせよですね、仮設足場などに対する認識の甘さ、それからもう少し深い検討が必要ではなかったかと反省

しているところでございます。ただし、この体育館は災害時の避難場所としての指定もありますし、引き続

き体育館を利用していくためには、どうしてもやらなければならない改修事業でございますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。次に、目１給食センター運営費、１１需用費５０万円でございます。現給食セン

ターが稼働いたしまして１０年が経過しておりますけれども、調理機器あるいは空調、ボイラー、蒸気の配

管などですね、経年劣化によります修繕がふえてきております。今年度におきましても少し大き目の修繕が

発生いたしまして、給食をストップするわけにはいきませんので、補正を待たずに、現予算消耗品費から回

して修理を行っております。その費用１８万４,０００円が消耗品費として計上しております。それと今後、

３月までの修繕費用といたしまして、過去３年間の平均額を補正として計上させていただいております。節

１８備品購入費８６万９,０００円でございますが、これは蓄冷剤凍結庫の購入費用ということで計上して

おります。これはいわゆる保冷剤を凍らせる機器でございますけれども、故障により使用できなくなってお

りまして今回新規に購入をお願いするものでございます。以上で教育課所管の説明を終わります。どうかよ

ろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。

１０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １０番でございます。２０ページですけども、農業総務費の農業振興

費の中に、ＪＡくま栗選果場施設整備事業負担金が２１８万１,０００円というようなことでございます。

昨日、この資料全員協議会で説明していただきました、２７年３月３１日現在でその町村負担金が示してあ

ります。この町村負担金を申し合わせっていいますか、この１２月定例議会において、この負担金を議会に

提出して議決をいただくように話し合いか、申し合わせがあったかどう、その辺のところをお尋ねいたしま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  この負担金につきましては、２年ほど前からこの栗選果場の改修につきま

して、ＪＡのほうから説明があっていたところなんですけれども、当初時にまだこの産地パーク事業が通る

か通らないかというのも判明しませんでしたので、そういったところで今回お願いしたわけなんですけれど

も、そういったところで各町村の方々にＪＡのほうから説明を回っていただいて、首長さんには、その前に

説明をさせていただいて、負担金のお願いをされたところであります。今回入札が終わりまして金額が確定

しましたもんですから、この２１８万１,０００円を計上させていただいたというところであります。各町

村の方々には説明また人吉のほうが事務局になっておりますので、人吉市からの予算の計上もお願いをされ

ていっているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １２月議会でどこも提案されるということで、御理解していいんです

かね。 
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◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  人吉市だけが事務局ということで、人吉は市の負担を概算で計上されてい

るということを聞きましたけれども、他の町村につきましては、今回計上とさせていただくものでございま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにありませんか。１番、市岡貴純議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君） ２３ページ消防費についてお伺いします。防災管理費こちらについての備品

購入ということで、デジタルの無線化っていうことを、先ほどおっしゃってましたけれども、当初２３台今

回はということですね。後の６０台というのは、これは職員さん用ということでお聞きしますが、団員の方

のデジタル化っていうことも含めてお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  先ほどちょっと触れましたが、今回の訓練等を通しまして、これは以前から課

題であったんですが、今おっしゃいますように、消防団の幹部さん方はアナログの今簡易無線をお持ちでご

ざいます。一応数的には消防団としては今の体制では完璧と言えるかどうか別としまして、それなりに消防

無線は整備をしている。今回はさっき言いましたように消防は災害対策本部として、職員がそれぞれの分野

で動く時に、そのときの連絡体制の不備という問題が出てきました関係で、行政用の今回は簡易無線という

ような位置づけでございます。その中で先ほど６０というのは概算でございますが、あくまでも、いろんな

分野でしたときに、欲を言えばその位あったらいいんじゃないかというのは現在見込みでございますし、最

終的な整備のほうはまた今後の来年度予算以降、また今後考えるわけでございますが、今御質問の消防無線

はさっき言いましたように、アナログでございまして、これももちろん財政の問題もございますから一概に

言えませんが、デジタルとアナログは試験もしましたが全然聞こえも違います。今回アナログでは、なかな

か聞き取りにくくてというところありまして、色々やりとりの中でも、これはもう代えた方がいいかなとい

うことは、担当部局としてはございますが、現時点ですぐすぐ消防の簡易無線まで、すぐやれるかどうかと

いうのは、それこそ、こういう言葉で申し訳ございませんが、現時点では検討課題という位置づけでござい

まして、今回の考え方はあくまでも消防無線とちょっと切り離した考え方をしております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  内容の方分かりました。そしたら総合的に考えてみますと、互換も必要かと

思いますけれども、預かって今お借りしております無線機、バッテリーのほうも年月が経つと劣化してくる

ということですので、そこら辺も考えて、またよろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁は。総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  今おっしゃいました、その現在整備しておる機器の使えない状態というのは当

然あってならないことですので、ちょっとその話は聞いております。ちょっと充電がうまくいかないとか、

そういうのは現在でも随時対応さｄｄｄｄｄせていただいております。ということで少なくとも、現在の無

線機の機能は維持できるように当然やっていくべきと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに。５番、久保尚人議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  ５番久保です。１３ページの利子及び配当金についてお尋ねします。債券の

運用が、今まで４２年度以降の満期の部分が多かったということで、それを今回短いものに変えていくとい

うことを今説明を受けましたが、現在の債券での運用の総額、それに今回満期を何年度から何年度までに設

定されたのか。それと今までの債券運用での総額幾らの運用益が出てきているのか。今わからなければ、ま

た午後からでもお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  会計管理者。 
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●会計課長（上渕 幸一君）  最初に言われました運用総額というものにつきましては、債券で運用している

額ということですかね。額につきましては、ちょっと後ほどまたお答えしたいと思いますが、失礼しました。

債券で運用している額が３４億５,０００万ほどあります。それと満期が何年ぐらいでっていうなお話なん

ですが、これまで持っておりました債権につきましては、４２年度満期とか４６年度満期というのがあった

わけですが、既発債等に入れかえを行いまして、具体的にその２８年度から３３年度までは定期預金で一応

充当できるということで考えておりますが、それ以降３４年度から４２年度までにつきましては、定期預金

ではもう苦しいということで、債券を売却もしくは満期を充てるっていうことが必要になってくるわけなん

ですが、今申し上げました年度で、ちょうど満期になるような年限のものを入れ替えて、そこでそれぞれの

年度で満期を迎えるということで、満期償還されたものが、基金から繰り入れをすることができるような形

になったということでございます。それから全体的な債権の運用の収益と言いますか、につきましては、２

８年度９月上旬での集計ですが、現在のところ２億７,４００万、最終的には８,０００万程度までいくのか

なと思っておりますが、そういった収益があっております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  以前から長期の分を短くしてほしいという、お願いをしとったわけですけど

も、今回、特に取り崩しを行っていかなければならないという場面にだんだん差しかかってまいりましたん

で随分短くしていただいて、最長でも今後１４年後ぐらいには債券の運用がなくなるというような感じにな

ってきました。これで随分、もしもの不測の事態、国債あたりの金利が急に変わったりする場合、その辺の

リスクというも随分少なくなったと思いますんで、私は喜んでおります。ありがとうございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに質疑ありますか、予定は。じゃあ、まだあるようでありますので、一応ここ

で休憩をいたします。午後は１時３０分から再開いたします。 

 

休憩 午後 ０時０１分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。会計管理者から追加答弁の申し出があっ

ておりますので、これを許可します。会計管理者。 

●会計管理者（上渕幸一君）  それでは午前中、５番議員のほうから収益についての御質問がありましたので、

追加して説明をさせていただきたいと思います。お手元にＡ４横の年度基金ごと国債収益推移あさぎり町と

いう資料をお渡ししてるかと思います。ここの国債といいますのは債権ということでおさえていただきたい

と思います。この資料は、債権扱い始めました平成１６年度から、今年度に至るまでの運用益のみ数字とし

てあらわしたほうの表でございます。基金に関しましては五つの基金で行ってまいりましたが、最近は三つ

の基金で運用をしております。その中で平成２８年度は午前中申し上げましたように、２億７,４００万程

度の運用益、これは利息収入も含めてでございますが、上がってるということでございます。平成１６年度

からトータルしまして１番右になりますが、８億９,２００万程度の運用益を見ているということでござい

ます。運用益として上がりました利子配当収入っていうものに関しましては運用益が出た後すぐに積立金の

ほうに回っていくというようなことで、現在高のほうに回っていってるということで御理解いただきたいと

思います。その中から一部取り崩し等があっているということでございます。現在のところ、全体で９９億

６,０００万程度の基金高になっておりましたが、今年度若干取り崩しがあっておりますので、９８億程度

になっているんじゃないかなと思っております。その内、財調まちづくりで７２％、公共施設整備基金を合

わせますと、９９億の中の８割がその三つで占めるということです。その中で債権で運用しているものが午
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前中申し上げましたように３４億５,０００万程度あります。その中で午前中申し上げました、年度に満期

を迎える債権があるということで御理解をいただきたいと思います。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  それでは、質疑ございませんか。１４番、溝口峰男議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  ２点お伺いします。総務費の税務総務費とそれから民生費の社会福祉総務

費、まず税務総務費の中で、預金照会事務手数料というのが挙げられておりますが、これは滞納整理を行う

一つのまずの第１段階のだろうと思いますね。滞納する差押えする場合ですよ、その段階の一つのまずは段

階。要は私はこの滞納整理の中での今は３億２,０００万ほど滞納額があるわけですが、一生懸命整理をい

ただいていることは本当に感謝をいたします。そこの中で、その差押えをする場合の手順、今それぞれ滞納

者の財産を調査するために、今回銀行あたりの照会をされて、把握をされた上で何を順番で抑えていくかと、

差押えするかという話だと思うんですが、その中で、これは実例があってるんですが、商売してる場合は今、

売掛金それの差し押さえも現在やっておられますですよね。商売する場合の差押えは、非常に大きな信用を

失う結果になるわけですね。取引がもうだめになる可能性だって大あるわけですが、払わないのが悪いって

いえばもうそれで終わってしまうんですけれども、何年も３億２,０００万の中には、長い年月をかけて積

み重なって納めてない人たちがおります。１年以内の滞納者もおられ、そういった中で私はもう少し取るの

は当然ですけれども、情っていうのかな、そういった配慮もあっていいんじゃないのかなと思う面があるわ

けですね。いきなり、差押えを取引先に出すことは、もうここは商売やめろていう話にもなってくるわけで

すよ。信用がもうなくなってしまうわけですから。ですから、まずは預金照会しながらそういったことがな

いから、されるのか、あるいは商売しとれば店舗回り車回り商品もあるわけですよね。ですから、そういう

段階を踏んだ上で、それでも足らない、あるいはそれも差押えができない、だったら次の最終手段として売

掛金に入っていかにゃいかん。そこはそこに行くまでには、そういう滞納されてる方には、しっかりと私は

言った上で、こういうふうな形に段階としてはなってきますよっていうのは、そこが私はあってもいいんじ

ゃないのかなと思うんですよ。何もかも差押えすればいいんじゃないんじゃないかなと。もう少しその辺の

配慮をした上で、されると私は信用を失う前に商売しとれば、そらもうこらどやかして金払わんばいかんた

いていう話にもなってくると思うんですけれども、今のやり方は非常にあんまりもう事務的に事が進んでい

ってるんじゃないのかなと思うんですけども、どうですか担当課長からすれば。 

◎議長（山口 和幸君）  税務課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  確かに議員おっしゃるとおり、今厳しく滞納処分等行っております。過年度に

わたって滞納されてる方もたくさんいらっしゃいますけれども、私たち税務課の立場からすると、何とか税

金に変えられるものはないかということで、今日上げております預貯金調査とか、いろいろ売掛金の調査と

かも実施しております。差押えする前には差押え予告書というのを本人さんのほうにも送っておりまして、

その後御相談に役場のほうに来てもらって、何らかの納税相談等ができれば、その段階でまたうちのほうも

判断のしようがあるんですけれども、なかなか出ても来られないということになると、もう最終的な手段と

して、差押えを行うということになります。今預貯金についても１０円単位から差押えをやっているところ

です。確かに厳し過ぎるという声は多く聞いておりますが、私たちも公平性を税を納めてもらってる方に対

して公平性を保つためにはそういった形で厳しくいかざるを得ないという今の状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  その厳しく取り立てるっちゅうことは、私はそれをすんなって言ってるん

じゃないですよ。そこには住民でありますから、今言うように私は基本は商売してるんだったら、そういう

人たちに儲け出してもらって税金を納めているような形が１番いいわけで、そういう継続性も考えてあげな

いかんと思うんですよ、一方は。何もかんも取りたてればいいじゃなくして、追い詰めば最悪の状況になっ
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てきますからね。ですから、それは町は金の取り立て屋ではないんで、その辺の私は手続上、こういう形で

納めていただかなければこういう形になっていきますよって、今言うように来てもらわんからもうって言い

ますけど、すぐほんなら出ていけばいいんじゃないですか。出向いていって、そして説明をすると、私はそ

ういった一方は情はないと私はいかんのじゃないかなって思うとですよ。ただ出てけって役場にって。呼び

出して出てこんじゃったけん、事務的に差押え通知を全部出してしまう。その前に私はやるべきことがあっ

ていいんじゃないのかなって思うとですたい。その立場上はね、それはもう厳しくっていうけれども、少し

でも町民の皆さんがたが商売してるんであるならば、継続して利益を上げてもらって税金を納めてもらえば

一方考えてあげることも必要ではないのかなと思うんだけれども、どぎゃんですか、そのあたりは。 

◎議長（山口 和幸君）  税務課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  確かに議員おっしゃるとおり、私たちも厳しくやっているんですけれども、さ

っきも言いましたように、色んな苦情等もたくさん聞いております。私は職員のほうには言ってるんですけ

ど、私たちの仕事は、町民の方を追い詰めるのが仕事じゃないんだよちゅう話は常にしております。できる

ことなら、相談を本人さんとさせていただいて、できる範囲納めてもらうような形をとってもらったが私も

１番理想だと思いますので、今後はそういったところも注意しながら、対応をしていきたいというふうに考

えております。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  ぜひ取っていただくことはもうありがたいことですから頑張っていただか

にゃなりませんがね、もう少し配慮をいただければ、気持ちよく税金も納めていただけるんじゃないのかな

っていう部分もあります。もう一つ、社会福祉の民生委員。 

◎議長（山口 和幸君）  今もう３回にきたんで、１回終わって、ほかになかったらいきましょう。ほかに質

疑ございません。ありませんか。１０番、皆越てる子議員、 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  先ほど一緒に質問すればよかったんですけども、２３ページの中に教

育費の中に小学校と中学校費で、トイレの改修というのが、課長から説明がございました。昨日、全員協議

会の折に資料を３つ用意していただきました。そこでこの資料３ていうのは、このトイレについてのアンケ

ートですけども、これはトイレの改修についてのアンケートで、小学校５校と中学校１校を全生徒にアンケ

ートを出されたものか、ひとつお伺いしたいと思いますけど。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  アンケートの結果ですけれども、それこそ、今お示ししたのは出来たてでござ

いますけれども、小学生に関しては５年生６年生を対象にしております。それから中学生に関しましては中

学校１年生を対象にアンケートとらせていただきます。回収率１００％がございませんが、ほぼ９８％から

９９％の回収率だったかというふうに覚えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  分かりました。それとこの資料の中に執行部全員お持ちじゃないと思

いますけども、資料２というのがあるんですよ。学校トイレ調査集計表というのが、そこに上、免田、岡原、

須恵、深田、あさぎり中学校は書いてあります。そこに大便器の洋式と和式が区分して書いてあります。そ

こで小学校と中学校を考えたときに、小学校は洋式は少ないんですよ。中学校に来たら１９と２３になって、

洋式が約半分はあります。私が言いたいのは、この小学生のアンケートを取られて、私今朝通学途中の生徒

に尋ねました。トイレはどやんですかって。したら、アンケートといやったよっていう子は５年生でござい

ました。である人に小学４年生でしたけども、尋ねたら、骨折してる人にはもう上からかぶせて洋式に使う

ようにされておりますっちゅう学校とかそういう、骨折して無理だなっていう子には様式のかぶせて使うト
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イレを用意していただくというような子供でありました。私なぜかと言いますと、中学校がこの比率にして、

１９と２３ですので、低学年から洋式に進めていただいて、あさぎり中学校にしましたら、１９と２３です

ので、低学年から洋式にしていただくよう考えていただかなかったのかなという、私そこ辺のところが、ど

ういう考えだったのかなと思いますのでお尋ねいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  あさぎり中学校の比率が高いということでの御質問でございますけれども、確

かに各小学校は洋式は少のうございますけれども、基本的にあさぎり中学生になりますと、いわゆる女子の

生徒が結構、いわゆる和式のほうを使わない、いわゆる洋式のほうを使って、なかなかトイレを我慢する生

徒さんが多いというふうに聞いております。ですので、あさぎり中学校のほうを先に計画をした部分もある

と聞いております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  アンケートを見て、さほど違いがなかったもんですから、どうか考え

をトイレの改修が２９年度３０年度になっておりますけども、低学年から実施していただいたがよかったの

ではないかなという思いから質問させていただきました。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  議員のほうからそういった御意見がありましたので、再度担当のほうと、もう

一度ちょっとその辺を確認いたしまして実施したいと思います。それから、今回のトイレの改修につきまし

ては、それぞれの学校に多目的トイレの設置がございません。今回の改修につきましては、そこも各学校に

１カ所の多目的トイレの設置も考えているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  １４番、溝口峰男議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  あと一つ民生委員の問題にお尋ねいたしますが、現在３６名位が委嘱でき

る可能性が推薦が来てる。あと４人非常に民生委員さんを見つけるのは、もう本当に御苦労をですね、もう

皆さん方もそうですし、区も区長さん方も大変、私も経験がありますから。そこでお尋ねするわけですが、

今も現在も民生委員さんがいないところがあるわけですよね。本当にこれはもうおってもらわんと、本当に

私は弱い立場の人たちは１番の頼りである方なんですけれども、もしもできない場合の体制、どのように、

まだ今も現在もおらんとこがあるわけですから、しっかりと対応していかないと私は悲惨な状況になるんじ

ゃないのかなって、もう現実に二、三日前も町の中で一家心中の事件がありましたよね。私は先月行って、

いろいろ話した方ですから、もう残念でならんとですが、何らかの本当に方策がとれなかったのかなと、そ

ういう民生委員さんもおられる、社会福祉協議会もある、それにまして民生委員さんがない場合は、本当に

これはしっかりとした対応をしていかないと、今からもっともっと高齢化社会になって、こういう身障者が

多くなってくるわけですが、悲惨な状況が生まれてくる可能性は大だと思うんですよ。そのあたりも含めた

ところで、あと４人何とかこれはもうお願いしてもらわないといかんとですが、そのあとの対応ですたいね、

もしもできない場合はどのような対応されるのか。今いないところは、保健師が対応しているのかどうかわ

かりませんが、その辺も含めたところで、しっかりとそういう後のフォローができるのか、お考えをお伺い

したいんですがね。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（小見田 文男君）  確かに議員さんがおっしゃるとおりだと思っております。今回も私も改

選２回目でございましたけども、１回目、３年前とすれば、今回はほんとにさらに厳しく、民生委員さんを

探すのに本当に苦労しております。本当に区長さん初め、地域の代表の方、また議員さん方々に御協力もあ

りまして、今現在４名で今週１カ所のところが、本人からの承諾を得ましたので、しばらくしてから推薦会
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とか開いて民生委員さんの推選をしたいと思っております。あと残るのが３名というところでございますけ

れども、１カ所は本当に議員も御存じかもしれませんけど、１カ所は難しいと思っております。今度、新し

い民生委員さんが１２月の今月の１５日に委嘱状交付と定例会が開催されます。その折にでも支部の方、五

つに支部がありますので、分かれてそこでちょっと御相談したらどうかなっていうところがあるんですけれ

ども、１人の人がもう一つ、どうしてもその民生委員さんのできない地区、を兼ねてしてもらえないかなっ

ていうことも一つは考えております。あとは今は上地区は何名とか、免田は何名とかしておりますけれども、

この地区割りをもう変えていかなければ、今後、難しいものが出てくると思っております。そういうところ

も民事協、町の民生委員会の協議会がございますので、そこで十分に協議をしていただいて、また我々がで

きることは援助支援なりをしていかないと本当に今週のある地区でその事件が起きましたけれども、そうい

う問題が日常茶飯事に、いろんな相談ケースが上がってきております。本当に特に民生委員さんには、そう

いう町民の方の相談、そしてそれをつなぎ役として行政、社会福祉協議会いろんなその関係団体につないで

いただく重要な役割だと我々は認識しておりますので、今後真剣にそのところは、考えていきたいと、今の

ところ考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  本当に御苦労をいただいて本当に申しわけないですね。本当に。それだけ

に民生委員さんの役割というのは、本当にまた責任が重い仕事でもあるわけですよね。特に今、何といいま

すか、範囲の見直し、こういった平たん地の見直しは私はそんなに無理はなくて、私はできるんじゃないの

かなと思うんですが、しかし民生委員さんと地区住民との信頼関係ができないと、相談事というのはできな

いんですよね。これは思っとっても、知らん人には悩みを打ち明けられんとこいがあっとですよ、実際言っ

て。だから本来は地区地区におってもらったほうが１番ありがたいことなんですけども、今度は距離的な問

題があって、それができないところがあるわけですね。そこはどうするっていう話です、今度は。これは今

度は距離があれば、そぎゃんとこまでは、うちらは見きらんばいて、どぎゃん考えなっですか、そういう場

合。それはもう現実として出てきてるだろうと思うんですけど。どのような対応の仕方を考えておられます

か。 

◎議長（山口 和幸君）  副町長。 

●副町長（小松 英一君）  今おっしゃったことは、もうこれ全国いろんな町村での悩み事として、さまざま

に課題提起というか、問題提起されております。同じく郡内でも、おっしゃるような地区が相当あるという

ふうに伺っておりまして、今回の民生委員の改選においては、そういう山間地を有する自治体の共通の悩み

事でもあります。とは言え、なかなかこれだというふうな解決策があれば、私たちもそれを参考にしたいと

思うんですけど、どこも悩んで腕組みをして、どうすべきかというふうな宿題としてずっと抱え込んでいる

というふうなことを、つい最近も郡内の他の多く首長の方からもお聞きをしました。大変申しわけないけれ

ども、今議員がまさにおっしゃったように、なかなか個別に信頼関係を築いてというところまではできない

けれども、何とかお願いをして配置っていいますか、やっていただくというふうなことをやっておられるケ

ースも本当に多いです。私たちも大体想像しておられる地区同じだと思いますけど、そこを特例として、ど

うこうっていうふうにできるんであればとは思いますけれども、課長が申しましたように、隣接する行政区

を管轄する担当する民生委員さんが、私がというふうに言っていただければもう１番ありがたいことなんで

すけど、そこまで御相談は何とかできればとは思いますけれども、万が一できない場合には、次善の策とい

うことですので、町のほうでどのような対応するのかということを、また具体的に検討せざるを得ないと思

います。長期間空白でおくというわけにはいきませんし、もちろん高齢化は町よりも数段先を行っておりま

す。高齢者の単独世帯がほとんどでございますので、そのようなケースについて、町としてどう対応できる
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かっていうことを、今回先に課長が言いました校区の隣接民生委員さんへのお願い、それも含めてもう少し

時間をいただきたいと思います。もう少して言っても実際は、今年度中にどうにかしなければいけない課題

でございますので、具体的に検討をさせていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。ほかにございませんが、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君） これから議案第２８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君） 起立多数です。したがって議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

日程第５ 議案第２９号 

◎議長（山口 和幸君） 日程第５、議案第２９号、平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第２９号、平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第３号につ

いて提案いたします。平成２８年度あさぎり町の国民健康保険特別会計補正予算第３号は次に定めるところ

による。歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,９７０万５,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２６億４,６３６万円とする。詳細につきましては担当課長

より説明申し上げます。どうか審議の上、可決くださいますようよろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい。それでは、平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算

第３号について御説明申し上げます。１ページの第１条第２項から読ませていただきます。歳入歳出予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正

による。今回の補正は、歳入については、交付金等の交付決定変更交付決定等に基づくものと、それから歳

出の見込みに基づいた歳入の見込み分、それから歳出については、負担金等の支出額の決定通知に基づくも

のと、それから療養給付費等については、今までの現在までの２８年度の支出状況によるところの、これか

らの見込みに不足する分、減額する分というところで上げさせていただいております。６ページをお願いい

たします。歳入でございますけれども、款４療養給付費等交付金目１の療養給付費等交付金、３,１３２万

６,０００円の減額でございます。これは退職被保険者の医療費に係る分の国の負担分、国というか公費の

負担分でございますけれども、変更交付の通知がございましたので、４,９０１万５,０００円に合わせたと

ころの補正でございます。それから、款５前期高齢者交付金、目１前期高齢者交付金でございますが、これ

は交付決定通知に基づいたところの５億５,７７７万７,０００円に合わせたところの５,６９７万７,０００

円の補正でございます。款７共同事業交付金、目１高額医療費共同事業交付金でございますが、これは、今

年度の歳出のほうの見込みで、高額医療費が伸びておりまして、それの５９％が交付されるっていうことに

なっておりますが、およそ５９％と、それから歳出に対する歳入の調整をここでさせていただいております。

１,４０５万４,０００円の増額の補正で、補正後６億１,６００万８,０００円でございます。次のページの

歳出ですが、款２保険給付費、ここについては、それぞれ今年度の今までの見込み支出状況と、それからこ

れからの見込みというところで、補正をさせていただいております。一般被保険者に係る分、目の１と目の
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３でございますけれども、これについては増額の補正と、目の２の退職被保険者療養給付費については、被

保険者数の減少というのがございまして、療養費が減っておりますのでそういったところで見込んで２,４

７０万円の減額ということでございます。次の欄の高額医療に係る分ですけれども、目１一般被保険者高額

療養費、これが、現在の状況からすると不足する見込みということで、３,１０３万２,０００円を補正させ

ていただくものでございます。目の２の退職被保険者については、療養給付費と同様の理由による減額でご

ざいます。一般被保険者の高額療養費については、増額の要因がですね、昨年度と現在までの状況を比較し

たところでは、肝炎による療養費の増額、肝炎の治療による療養費の増額っていうのが大きな要因となって

いるようでございます。１番下の欄、款３の後期高齢者支援金、目１後期高齢者支援金ですが、これは納付

の決定に基づく補正でございます。次のページ８ページです。款４前期高齢者納付金、目１の前期高齢者納

付金ですが、これも納付金の決定に基づくものでございます。款６介護納付金についても同様の決定に基づ

く補正ということで１,１９９万７,０００円の減額でございます。共同事業拠出金については、歳入による

財源更正でございます。それから、款８保健事業費、目１の保健衛生普及費ですが、節の１９負担金補助及

び交付金、保険者データヘルス支援システム開発負担金９万７,０００円でございますけれども、これは国

保連合会が県の補助を受けまして、保険者データヘルス支援システムというものを開発をしております。そ

れの業者が決まって費用が決定しましたので、それを総額の半分を県補助を受けて国保連合会が支払い、残

りの半分を保険者市町村がですね、その被保険者数の割合で負担するものでございます。この開発費の総額

がですね１,９９９万２,８００円、そのうちの半分９９９万６,４００円を各市町村で保険者で負担するも

ので、あさぎり町の負担分としては９万６,３１０円となるものでございます。以上説明終わります。よろ

しくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第２９号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

日程第６ 議案第３０号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第６、議案第３０号、平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第

３号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３０号、平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第３号について

提案いたします。平成２８年度あさぎり町の介護保険特別会計補正予算第３号は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万５,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億９,３８８万５,０００円とする。詳細につきましては、担当課長

より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  それでは、補正予算書の１ページ、第１条第２項から朗読させていただき

ます。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２８年１２月６日提出、あさぎり町長愛甲一典。今回の補正予
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算につきましては、介護保険法施行令の一部改正に伴うシステム改修経費、これは一般会計の繰出金のとこ

ろでも若干説明いたしましたが、平成２９年４月から介護保険事業の制度が一部変更になることに伴い、そ

の準備のためのシステムの改修を年度内に行う費用が主なものとなっております。それでは歳入予算から説

明をさせていただきます。６ページをお願いいたします。目３介護保険事業補助金、節１介護保険事業補助

金で、介護保険システム改修委託料補助金として２１万３,０００円を計上いたしております。一般会計補

正予算、本会計への繰出金で説明をいたしました、介護保険法施行令の一部改正に伴うシステム改修の国庫

補助金として経費の２分の１相当額を受け入れるものでございます。次に、目１利子及び配当金、節１預金

利子で基金利子として４万７,０００円を計上いたしております。介護保険給付費準備基金条例第４条の規

定に基づき、現在積み立てております基金の利息分をこの基金に編入するものでございます。次に目２その

他一般会計繰入金、節１事務費繰入金として２１万５,０００円を計上いたしております。一般会計補正予

算、本会計の繰出金で説明をいたしました介護保険法施行令の一部改正に伴うシステム改修のための一般会

計からの繰入金となっております。以上、歳入合計４７万５,０００円を追加補正し、補正後の歳入額を１

９億９,３８８万５,０００円とするものでございます。７ページをお願いいたします。続きまして歳出予算

を説明いたします。目１一般管理費、節１３委託料、保険システム改修委託料として４２万８,０００円を

計上いたしております。特定財源の内訳として、歳入で説明をいたしました補助金２１万３,０００円。一

般会計繰入金２１万５,０００円で、介護保険法施行令の一部改正に伴うシステムの改修経費となっており

ます。目１基金積立金、節２５積立金で４万８,０００円を計上いたしております。歳入の預金利子で説明

いたしました利息分を積み立てるものでございます。目１地域包括支援センター管理費、節１３委託料で５

７万３,０００円を計上いたしております。内訳といたしまして、新予防給付プラン作成委託料として４６

万５,０００円、これは介護ケアプラン作成対象者の増加が、当初予測より月の平均にいたしまして９件ほ

ど増加をいたしておることから、不足分につきまして１件４,３００円の９件分掛けるの１２月分について

今回補正をお願いするものでございます。次に、業務システム電算関係の追加委託料として、１０万８,０

００円を計上いたしております。これは国の制度改正によりまして、平成２９年４月から新しい介護予防日

常生活支援総合事業、いわゆる総合事業と申しておりますが、それに移行するためにその準備といたしまし

て、国民健康保険連合会に提出する様式または請求機能を追加させておく必要があるということから、今回

システムの一部変更に伴う経費を委託料として計上したものでございます。次に、目１予備費で５７万４,

０００円の減額として説明いたしました委託料に充用するものでございます。ちなみに今回の歳出予算の内

容は、国の交付金の対象とはなりますけれども、年度途中の時期でもありまして、年度末で精算を行うため

に年度全体での金額と今後の対象事業内容が内定しがたい実情があるということから、今回につきましては、

予備費の充用対応とさせていただいた次第でございます。以上、４７万５,０００円を追加補正し補正後の

歳出総額を１９億９,３８８万５,０００円とするものでございます。以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第３０号を採決いたします。本案は原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

日程第７ 議案第３１号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第７、議案第３１号、平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計補正予算（第

２号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３１号、平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計補正予算第２号について

提案いたします。平成２８年度あさぎり町の上財産区特別会計補正予算第２号は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３万９,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９,７２３万６,０００円とする。詳細につきましては担当課長より説

明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それでは１ページ条文の第２号から朗読いたします。第２号、歳入歳出

予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予

算補正による。平成２８年１２月６日提出、あさぎり町長名。それでは、６ページ、７ページをお願いいた

します。歳入歳出も同様でございますのであわせて説明申し上げますけども、９月の補正第１号において、

分収林買い上げのため、基金繰り入れの予算計上をお願いいたしました。この対応に基金の定期預金を解約

していただきましたので、預金利子が発生したものでございます。今回、これを財産収入に計上し、歳出で

は積立金で再度同額を積み立てるものでございます。金額の詳細は、１３万８,７９６円の利息が出ており

ます。ということで歳入歳出それぞれ１３万９,０００円の補正でございます。なお、積み立て後の現在の

基金残高は、２億４,４５１万６２１円が現在高でございます。以上です。説明終わります。よろしくお願

いします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりますので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第３１号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

日程第８ 議案第３２号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第８、議案第３２号、平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３２号、平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計補正予算第２号につ

いて提案いたします。平成２８年度あさぎり町の簡易水道事業特別会計補正予算第２号は次に定めるところ

による。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,５４９万６,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,７０７万２,０００円とする。詳細につきましては

担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 
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●上下水道課長（深水 光伸君）  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。それでは、詳細につきましては、４ページ、１番

最後のページをお願いいたします。まず歳入ですが、目１の繰越金の補正でございます。平成２７年度決算

による予算化しておりませんでした決算によります残額３,７４９万６,０００円のうち、予算化しておりま

せんでしたものを今回予算計上したものでございます。下の歳出予算でございますが、まず目１としまして、

目１、一般管理費は上水道との会計統合に伴いまして、財務会計の収納システムの改修が必要となっており

ますので、システム改修費用とする委託料を計上したものでございます。その下の目２の維持管理費の補正

は薬品注入ポンプの取りかえ９３万４,０００円、交流無停電電源装置修繕２９万８,０００円、岡原第１及

び新深田浄水場の非常用発電機の修繕１２７万１,０００円の修繕料を計上したものでございます。次の目

１予備費につきましては、歳入で予備費を全額計上しておりますので、歳出との差額を全額予備費として計

上させていただいたものでございます。説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第３２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

日程第９ 議案第３３号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第９、議案第３３号、平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算（第

２号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３３号、平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算第２号について

提案いたします。第１条、平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算第２号は次に定めるところに

よる。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろし

くお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算第２号の説明をさせて

いただきます。１ページの第２条から読み上げさせていただきます。第２条、平成２８年度あさぎり町水道

事業特別会計予算、以下予算という、第３条に定めた収益的収入支出の予定額を次のとおり補正する。収入、

科目第１款、事業収益、補正前の額７,２２５万６,０００円、補正額１２万９,０００円、計７,２３８万５,

０００円。支出、第１款事業費用、補正前の額６,５８９万５,０００円、補正額マイナス１４５万９,００

０円。計６,４４３万６,０００円。次のページをお願いします。債務負担行為、第３条、債務負担行為をす

ることができる事項、期間及び限度額は次のとおりと定める。事項、上下水道量水器検針及び施設管理業務

委託、期間、平成２９年度から平成３１年度、限度額、各年度７１８万円でございます。詳細につきまして、

まず１０ページの補正予算第２号の説明書の収益的収入及び支出から説明をさせていただきます。収入とし

まして、目４長期前受金戻入でございますが、資産を取得する際の財源となった補助金等を、長期前受金と

して計上しておりますが、除却した資産に係る分を収益化したものでございます。収入は以上でございます。
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１１ページの支出ですが、目６減価償却費は有形固定資産減価償却費が確定しましたので、減額するもので

ございます。目７の資産減耗費は、平成２８年度工事施工によりまして、除却することとなりました資産分

の固定資産の除却費でございます。その下の目１支払い利息及び企業債取扱諸費につきましては、公営企業

起債償還利息の確定に伴いまして、６１万９,０００円の減額をしたものでございます。戻っていただきま

して、５ページをお願いいたします。キャッシュフロー計算書でございます。６ページにありますように、

資金増加額２,２８８万５,０００円。資金の期末残高は、２億１,０１７万１,０００円となる見込みでござ

います。次のページの債務負担行為に関する調書でございます。これにつきましては、量水器検針業務及び

水道施設管理業務委託が２９年の４月から３年間のプロポーザルによる契約を行うために、債務負担行為に

より業者の選定を先に行うために債務負担行為を上げたものでございます。次のページをお願いいたします。

資産の合計６億５,１０５万６,５６７円、負債資本合計、同じく６億５,１０５万６,５６７円となる見込み

でございます。説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第３３号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第３３号は原案のとおり可決されました。ここで１

０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時３０分 

再開 午後 ２時４０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

日程第１０ 議案第３４号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１０、議案第３４号、平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算

（第３号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３４号、平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて提案いたします。平成２８年度あさぎり町の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めると

ころによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２００万４,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億９２９万５,０００円とする。詳細につきましては

担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  はい、平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算第３号の説明

をさせていただきます。１ページの第１条２項から読み上げさせていただきます。２項、歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正に

よる。債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間、及び限度額は第２表債務負担行為による。それでは、３ページをお願いいたします。第２表債
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務負担行為でございます。事項としまして、量水器検針業務委託料、期間、平成２９年度から平成３１年度

まで、限度額５５３万８,０００円。これは平成２９年４月１日から３年間の量水器検針業務を年度内に、

プロポーザルにより業者の選定を行うため、債務負担行為をお願いするものでございます。５ページをお願

いいたします。上段、歳入でございます。目１下水道事業一般会計繰入金の減額でございますが、これは、

その下の目１繰越金で、２７年度決算による繰越額３,７４９万７,０００円に予算額を合わせるために増額

しておりますので、それによりまして歳入超過となる分を減額するものでございます。一般会計繰入金を減

額するものでございます。その下の歳出ですが、目１下水道総務費は平成２７年度の消費税が確定したこと

によりまして、予算額が平成２８年度分の中間納付分に不足することとなりましたので、追加計上したもの

でございます。目２の下水道維持費は、職員の扶養手当の増額でございます。６ページ以降につきましては、

職員の給与費の明細でございますので、説明は割愛させていただきます。以上説明を終わらせていただきま

す。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第３４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第３４号は原案のとおり可決されました。 

日程第１１ 議案第３５号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１１、議案第３５号、平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第３５号、平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算第２号につ

いて提案いたします。平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算第２号は次に定めるところに

よる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。詳細につきましては担当課長より説明申し上

げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  それでは、球磨郡障害認定審査事業特別会計補正予算第２号を説明いたし

ます。今回の補正につきましては、昨年度まで市町村審査会運営費補助金として繰入金で計上しておりまし

た歳入予算が、本年度から交付税措置となって構成町村への一般財源化されたことに基づきまして、構成い

たします８町村の補助金分を負担金として、受け入れるもので、歳入予算の構成内容の一部変更となるもの

でございます。歳入予算４ページをお願いいたします。目１総務費負担金、節１認定審査事業負担金で９２

万７,０００円を計上いたしております。説明いたしましたように、一般財源化され、各町村に交付税とし

て措置される昨年度までの補助金相当分を負担金として、構成いたします８町村から受け入れるものでござ

います。目１繰入金、節１一般会計からの繰入金で、説明いたしました生活福祉課長のほうで説明いたしま

したけれども、からの繰出金で９２万６,０００円を減額いたしております。昨年度まで補助金として繰り

入れ計上いたしておりました１２３万３,０００円を減額いたしまして、補正後の予算額をゼロ円といたし
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まして、その上であさぎり町の負担金増額分３０万６,４８３円を差し引きました９２万６,５１７円を減額

補正するものでございます。目４雑入、節１雑入での１,０００円の減額補正並びに次の５ページの歳出予

算目１一般管理費での財源構成は、今回の補正予算の端数調整のための１,０００円の減額とするものでご

ざいます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第３５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第３５号は原案通り可決されました。 

日程第１２ 諮問第１号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１２、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを

議題とします。お諮りします。本件はお手元に配付しました意見のとおり、適任と答申したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって、諮問第１号はお手元に配付しました意見のとお

り、適任と答申することを決定をいたしました。 

日程第１３ 発議第８号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１３、発議第８号、あさぎり町町有財産等利活用調査特別委員会の設置に関

する決議についてを議題とします。本案について提出者の趣旨説明を求めます。１４番、溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  発議第８号につきまして御説明を申し上げます。提出者、溝口峰男、賛成

者、豊永喜一、あさぎり町有財産等利活用調査特別委員会の設置に関する決議について、上記の議案を別紙

のとおり会議規則第１０条第２項の規定により提出いたします。提案理由、公共施設の老朽化は社会的な問

題となっており、本町においても将来の公共施設等に係る建て替えや改修などの更新費用が増加することが

予測されます。さらに厳しい財政状況が続く中で、今後人口減少等により、公共施設等の利用需要が低下し

ていくことが予想されます。これらの現状を踏まえて、早急に公共施設等の全体の状況を把握し、長期的な

視点をもって更新、統廃合、長寿命化等を個別的に具体的計画を作成し、財政的負担を軽減平準化するとと

もに、公共施設等の最適な配置を実現することが重要であります。また予測できない自然災害等において、

町民の生命、身体、及び財産を守るために、施設整備や土地等の確保を図り、災害に強いまちづくりを進め

るための施策を講ずることが急務となっております。あわせて、企業誘致や町の活性化のために町有財産や

町内の空き家利活用計画等を作成し、人口減少に歯どめをかけることができる政策を提案していくことが議

会に課せられた大きな課題であると考えます。そのため特別委員会を設置して調査検討する必要があります。

はい、提案理由の中につけ加えますが、これをご覧になった方がおられると思います。これはですね、あさ

ぎり町の耕作者年齢層の分布図でありますが、赤は８０台、オレンジが６０代からです。こういうふうな状

況に今なっております。現在です。ところが１０年後、真っ赤っ赤な状態にあります。もう８０台の皆さん

方が耕作する地域がこういう状況にあります。だからこそ、今どのような対策を講じなければならないかと
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いうことが、こういったことを見ることによってわかります。実は、今回の提案の中に空き家対策の問題も

入れておりますが、現在、４８８ですね、空き家がございます。そして、１１５戸が利活用についての持ち

主からの了解がいただいてるというお話でもありました。それには、田んぼや畑もついてると私は思うんで

す。福祉課のほうからは、それ以外に予備軍として６４３戸、今のあさぎり町の世帯は５,９０６戸であり

ますから、その１割以上の方が予備軍としておられます。それを今度はですね、こういった特別委員会の中

で、地図に落として、そして集落見てみたときに、どのような活用策を講じなければならないか、やはり、

今手を打たないと私は本当に人口減少に拍車がかからない状況になるんではないかなと思っております。そ

ういったことを、この特別委員会の中でですね、じっくりと皆さんがたの知恵を出していただいて、この問

題は、各常任委員会みんなまたがった課題であります。ですから、一つ一つの常任委員会でなくして、全員

で知恵を絞り、私は提案を活性化対策の提案をみんなでして、行政にそれを逆にですね、訴えをしながら実

現をしていくことが、私は今後のまちづくりに欠かせないことだというふうに考えて、今回の特別委員会の

設置を提案するものであります。裏面を見てみますと見ていただきたいと思いますが、あさぎり町有財産利

活用調査等特別委員会の設置に関する決議、これにつきましては、名称をあさぎり町有財産等利活用調査特

別委員会、設置の根拠でありますが、地方自治法第１１２条及び委員会条例第６条、設置の目的、三つござ

います。公共施設等の総合管理計画に関する調査、二つ目に、町有財産の売却、貸し付け及び財産取得等に

関する調査、そして三つ目に町有財産及び町内の空き家利活用等に関する調査、委員の定数ですが、議長を

除く全議員、設置期間は調査完了までということでございます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  それでは質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。

討論ありませんか。 

◎議長（山口 和幸君）  徳永議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  反対の立場で私はこの決議案には反対であります。理由として、現在町に

は公的財産の利活用を審議する公有財産利活用利活用審議会が設置され、さまざまな角度から審議検討がな

されております。そういった中で、議会に特別委員会を設置するということは、審議会に水を差すようなこ

とになりはしないかと懸念を覚えます。審議会としてまとめられたことは、執行部へ答申され、執行部は議

会へ提案するわけですから、議会で十分議論することができることから、調査特別委員会の設置には反対の

意を表するものであります。 

◎議長（山口 和幸君）  反対討論がありました。賛成討論はありませんか。豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  豊永です。私は賛成の立場で討論をさせていただきたいというふうに思いま

す。先ほど提案理由の中で説明がありましたとおり、確かに公有財産の利活用の審議会のなるものは、確か

に設置はされておりますけれども、先ほど言われましたように、各委員会をまたがるような案件あたりが発

生しておりますので、このあたりは十分将来のことを考えてぜひ議会の中で特別委員会をつくって、調査し

ていくほうがいいと私は思いますので賛成をいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  賛成討論はありました。反対討論ありませんか。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  反対の立場で言わせてもらいます。先ほど徳永議員と重なるところもありま

すが、私たち議会は諮問機関であります、あさぎり町公有財産利活用審議会、審議員１０名、特別委員の５

名の設置を認め、既にもう動いておられ、町の温泉施設に対しても答申を出されております。そして総務課
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においては、公共施設等総合計画の進捗また内容説明を総務文教委員会、また議会にも内容説明があり、そ

のときにも議会側からは何一つ意見また質問も出ない中で、こういった発議を出すということは、町有財産

利活用等の特別審議委員会のもとい、公有財産利活用審議会の委員の方々にも大変失礼な行為でありますし、

また総務文教常任委員会を無視したものということで反対の立場とさせていただきます。 

◎議長（山口 和幸君）  反対討論がありました。賛成討論ありませんか。提案者だから、提案者はないよう

な感じするけどな、どうでしょう。 

◎議長（山口 和幸君）  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０１分 

再開 午後 ３時０２分 

 

◎議長（山口 和幸君）  それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。賛成討論ありませんか。今度は

反対討論ございませんか。永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  ９番永井です。この決議に対しまして、二つの理由から反対をいたします。

まず一つ目は、町有財産等の利活用調査すること、そのものについては、何らの異議を唱えるものではござ

いません。しかしながら、今現在、総務文教常任委員会におきまして、公共施設等総合管理計画の調査を行

っている最中であります。まだ１１月２２日の委員会においても、この件は引き続き調査をするということ

としております。また、このことは先日の全員協議会においても、その報告、質疑の時間が設けられており

まして、その報告調査は現在十分に果たされていると私は考えているからであります。二つ目、本町議会は

通年議会でありまして、常任委員会は所管事務の調査を委員会の調査権を持って必要なときに、いつでも開

催することができる機能性を持っております。よって、このことはあえて特別委員会を設置しなければ、調

査ができないとは考えにくく、合わせてその役割は常任委員会で十分に果たせうるという考えから、特別委

員会の設置に関する決議には、私は反対をいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  賛成討論ありませんか。ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  それで討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから発議第８号を採決いたします。本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立少数です。したがって発議第８号は否決されました。 

日程第１４ 発議第９号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１４、発議第９号、地方議員の厚生年金制度への加入を求める意見書につい

てを議題とします。本案について提出者の趣旨説明を求めます。永井総務文教委員長。 

◎総務文教常任委員会委員長（永井 英治君）  発議第９号、提出者、あさぎり町議会総務文教常任委員会委

員長、永井英治。地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について、上記の議案を別紙のとお

り、会議規則第１０条第３項の規定により提出をいたします。提出理由は、ここに書いてあるとおりでござ

いますので、読んでいただきたいと思います。私からは、意見書の趣旨説明を読ませていただきます。趣旨

説明を行います。現在、全国の町村議会が抱えている問題の一つとして、地方議会の重要性が論じられる中、

町村議会では議員のなり手不足が深刻化していることであります。昨年行われました統一地方選挙において

は、全国の町村のうち、およそ４割にあたる３７３町村において議員選挙が行われ、うち２割以上に当たる
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８９町村では無投票当選となり、中でも４町村では、定数割れという状況でございました。御承知のとおり

議員を退職した後の生活の保障も基礎年金しかありません。こうした状況において、特に今後の議会を担う

若い世代の方に立候補を期待しても、サラリーマンの方々については加入していた厚生年金も議員の在職期

間は通算されず、老後に受け取る年金も低くなってしまいます。住民の代表として議会がこれまで以上にま

ちづくりにしっかりかかわっていくためには、幅広い層の世代の方々が議員をやろうというやろうと思うよ

うな環境づくりを行っていかなければならないと思います。そのためには、地方議会議員の年金制度を時代

にふさわしいものにすることで、議員を志す新たな人材確保につながっていくと考えておりますので、この

意見書への皆様方の御賛同をお願いし趣旨説明といたします。 

◎議長（山口 和幸君）  趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。あり

ませんね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  ５番、久保です。反対討論をさせていただきます。今回の意見書は議員のな

り手がない、去年の統一地方選挙では町村議員の無投票当選が増加した。そして退職後の生活が不安などの

理由が上がっております。あさぎり町の議員が厚生年金に加入した場合、掛金の半額およそ７１０万円にな

りますけれども、これは自治体が払うことになります。多分交付税措置をされるだろうということではあり

ますが、国民の税金で賄われるということには違いありません。全地方議員が厚生年金に入ると、毎年１７

０億円もの税金が新たに必要になります。掛金の半額を税金を使って負担して、議員だけが老後の生活保障

がされるということは、町民の皆さんに説明できるでしょうか。我が町を見ると非正規で働く人などの国民

年金加入者の中には、掛金を払えない人さえも数多くいらっしゃいます。この件を何人かの町民の方にお話

すると、財政が厳しくなると、日ごろから聞いているのに、一方では税金が投入される議員の厚生年金加入

を進めるんですか。私たちも体が動く間は精いっぱい働かねばならないと年金だけでは生活が大変です。私

たちの年金は変わらんとですよね。という言葉が返ってきました。厚生年金完備にして、若い人たちに来て

ほしいというのは何も議会だけではありません。土建業でもサービス業でも同じです。議会だけが特別では

ないです。我々は町民の皆さんから任されて、これからも一段と厳しくなるまちの財政をやりくりして、ま

ちづくりを進める責任があります。執行部も認めているように、基金も１５年ほどしか持ちません。今まで

と同じ行政サービスを提供できない事態が想定できます。職員の定数も削減しなければならないし、給与も

下げなければならない状況になるはずです。そのような未来が想定される中で、自分が一般の町民であれば

到底受け入れられるものではないと思いませんか。以上の理由により、この意見書には反対いたします。一

つ対案としてですが、厚生年金加入では税金の投入が不可欠です。税金の投入がない国が進める個人型の確

定拠出年金、通常４０１Ｋというものがあります。これは１号被保険者であれば、掛金は月額６万８,００

０までかけることができます。そして掛金はすべて所得控除になります。年金として受け取る場合は、公的

年金等控除や退職所得控除が適用され、税制面でも非常に有利となっております。このような制度を利用す

るという方法も私はあると思っております。以上の理由です。 

◎議長（山口 和幸君）  反対討論がありました。賛成討論ありませんか。反対討論ほかにございませんか。

ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから発議第９号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、発議第９号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（山口 和幸君）  本定例日で議決の結果生じた条項、字句、数字、その他の整理を要するものについ

ては、その整理を議長に委任されたいと思います。御異議ありませんか。 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって、条項、字句、数字、その他の整理を議長に委任

することに決定しました。以上で本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。平成２８年度あさぎり

町議会第６回会議を閉会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後３時１３分  閉 会 
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